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長野県飯田市 



平成25年度 飯田市予算（案）の概要 

 

はじめに 

 平成25年度予算は、後期基本計画における各施策の目的実現に向けて必要な事業を検討し具体化

を図ること、市政経営の５つの基本方針に沿って事業の優先度を明確にすること、この２点を主眼

に置き、国の緊急経済対策に対応して前倒しする平成24年度3月補正予算と平成25年度当初予算

を一体のもの（13ヶ月予算）として編成いたしました。 

地域の経済・雇用状況を踏まえ、この予算に基づいて計画した事業を早期に実施するとともに、

行財政改革を推進し、簡素で効率的な行政の実現にも努めてまいります。 

 今後、三遠南信道の全通・リニアの開通により地域を取り巻く環境がさらに大きく変化していく

中で、第５次基本構想後期基本計画期間にあたる平成24年度からの５年間が地域の将来を左右する

重要な基盤構築期と捉え、リニア将来ビジョンの実現に向け取り組みます。 

 

１ 予算の総額 

(1)平成25年度当初予算 

一般会計   ４３２億７,２００万円   （対前年比 ＋ 2.0％） 

特別会計   ４４３億  １０５万２千円 （対前年比 △ 2.0％） 

 

 合  計   ８７５億７,３０５万２千円 （対前年比 △ 0.0％） 

 

(2)平成25年度当初予算と平成24年度3月補正予算（13ヶ月予算） 

   平成25年度当初予算       ４３２億７,２００万円 

 平成24年度３月補正予算（経済対策分）  ７億４,５５５万１千円                

 

合  計  ４４０億１,７５５万1千円（対前年比 ＋ 3.8％） 

 

２ ５つの基本方針における予算の特徴 

(1)経済的自立度を高める多様な産業施策の推進 

「14年後を想定したリニア時代の産業づくりへの挑戦」を目指す「地域経済活性化プログラム

2013」の重点プロジェクトに取り組みます。 

 

○特徴的な新規・拡充事業等                単位：千円 

 ◆市制度資金借換利用促進預託金（ポスト金融円滑化法）  20,000 

 ◆航空宇宙産業クラスター拠点整備事業          55,280 

 ◆三遠南信自動車道天龍峡大橋(仮称)添架歩廊整備事業   38,000 

関連資料「地域経済活性化プログラム2013」Ｐ39 

 

(2)地育力によるこころ豊かな人づくり 

  「飯田市教育振興基本計画」及び「地育力向上連携システム推進計画」に沿った人材育成の取 

組や文化芸術の振興を図ります。 

 

○特徴的な新規・拡充事業等              単位：千円 

◆小中連携・一貫教育推進事業の全中学校区への展開  26,003 

◆人形劇のまちづくり事業              51,350 

（アジア人形劇フェス、いいだ人形劇センター活動支援） 

 関連資料「５つの基本方針における人材育成･人材活用」Ｐ41 
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(3)安心して健やかに暮らせるまちづくり 

 ① 地域健康ケア計画による「市民総健康」と「生涯現役」を推進するための事業を実施すると

ともに子育て支援施策の充実を図ります。 

 

○特徴的な新規・拡充事業等             単位：千円 

 ◆保育料軽減事業               35,619 

  （多子世帯への軽減充実と更なる一括軽減） 

◆成年後見支援センターの設置         18,000 

◆市立病院第３次整備事業                     230,000 

 ◆通学路の安全対策              179,232 

関連資料「地域健康ケア計画2013」      Ｐ44 

「飯田市立病院第３次整備事業の概要」Ｐ45 

 

 ② 暮らしと生命を守るために、想定される東海地震等への対策や公共交通の利用促進、橋りょ

う等インフラの維持・長寿命化等に取り組みます。 

 

○特徴的な新規・拡充事業等             単位：千円 

 ◆庁舎整備事業            1,228,413 

 ◆公民館建設・耐震化整備事業      365,004 

 ◆消防救急デジタル無線整備事業     210,000 

 ◆市民バス・ＪＲ飯田線利用促進事業       86,279 

 

関連資料                  「災害に強い安全なまちづくりに向けて」Ｐ46 

「インフラ・公共施設の長寿命化と維持補修への投資による既存ストックの活用」Ｐ47 

 

(4)自然・環境と調和した「低炭素社会・飯田」づくり 

  ロードマップに基づく事業に取組み、リニア時代にふさわしい環境モデル都市の実現を目指し

ます。 

 

○特徴的な新規・拡充事業等              単位：千円 

 ◆新エネルギー推進リーディング事業   46,254 

関連資料「環境モデル都市づくりロードマップ」Ｐ48 

 

(5)多様性に富んだ暮らしと文化を次世代に継承する地域づくり 

  守るべきもの・備えるべきものとして、山・里・街それぞれの魅力的な文化と暮らしや地域資

源を磨き継承する取組を進めます。また、リニア推進ロードマップに基づいた事業に取り組みま

す。 

 

○特徴的な新規・拡充事業等              単位：千円 

 ◆リニア推進事業            345,364 

 ◆リニア未来都市ブランディング事業    6,000 

関連資料 「リニア推進ロードマップ」Ｐ49 

「中心市街地活性化基本計画」Ｐ50 

「中山間地域の振興に向けて」Ｐ51 
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３ 一般会計歳入歳出予算のポイント 

(1)予算の特徴 

① 前年度対比 ８億５,３００万円、2.0％増、国の緊急経済対策に対応し前倒し等を行った平

成24年度３月補正予算と合わせれば（13ヶ月予算）3.8%増の積極型予算となった。 

  普通建設事業費が 17.2%伸びたことが要因であり、災害拠点である庁舎や公民館の耐震整備

事業、消防救急デジタル無線整備事業など大規模な災害対策事業や通学路の安全対策事業など

を予算化したことによる。 

② 政策・施策ごとに必要な事業を検討するとともに、５つの基本方針のそれぞれに重点施策の

目的実現に向けた特徴的な新規・拡充事業を予算計上した。 

③ 財源調整のための主要４基金の繰入は前年度以下とした。 

繰入額  ６億２千万円  前年度対比 △２億５千万円 

 

(2)歳入予算の特徴 

① 市税：９５百万円(0.7％)の増 

・法人市民税  法人税率の改定の影響等により１億３百万円(9.9％)の減 

・固定資産税  ６４百万円(1.1％)の増 

・たばこ税   県からの移譲により１億２２百万円(19.4％)の増 

② 地方交付税：１億円(0.9％)の減 

③ 市債：８億３千３百万円余(18.6％)の増 

・事業債  庁舎・公民館等の災害対策事業や文化会館照明設備の改修事業により６億４

千３百万円余の増 

・臨時財政対策債  １億９千万円の増 

 

(3)歳出予算の特徴 

 ① 総務費：対前年比 ７億６５百万円余（17.7%）の増 

        庁舎整備事業費の増額が主な要因 

② 衛生費：対前年比 ３億２５百万円余（6.2%）の減 
       病院事業出資金の減が主な要因 

③ 農林水産業費：対前年比 １億６７百万円余（12.6%）の減 
       林道関係事業費を24年度に前倒ししたことが主な要因 

④ 土木費：対前年比 １億１５百万円余（2.4%）の減 

       道路改良事業等を24年度に前倒ししたことが主な要因 

⑤ 消防費：対前年比 ２億３１百万円余（17.9%）の増 

       消防救急無線のデジタル化に取り組むことによる 

⑥ 教育費：対前年比 ４億３１百万円余（11.4%）の増 
       公民館（災害拠点施設）耐震改築・改修、文化会館照明設備改修が主な要因 

 

(4)持続可能な行財政運営 

地方債残高（臨時財政対策債を除く）については、一般会計、特別会計ともに抑制に努めてお

り、25年度当初予算においては、償還額７６億３千万円余に対し、借入額４８億３千万円余であ

り、地方債残高は約２８億円減少し、約７６７億円になる予定です。 

財政運営目標 28年度末で地方債残高700億円以内 

 

関連資料「平成25年度当初予算における行財政改革」Ｐ51 
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【歳　入】

その他
11億2,227万円（2.6％）

市債 市税
53億800万円（12.3％） 129億6,440万円（30.0％）

諸収入
23億5,719万円（5.4％）

繰入金 譲与税・交付金等
８億8,019万円（2.0％） 18億9,200万円（4.4％）

県支出金
23億4,237万円（5.4％）

国庫支出金 地方交付税
44億1,468万円（10.2％） 分担金・負担金 111億5,000万円（25.8％）

８億4,090万円（1.9％）

【歳　出】

その他 議会費
３億4,440万円（0.8％） ２億8,611万円（0.7％）

公債費 総務費
49億7,599万円（11.5％） 50億8,884万円（11.8％）

教育費 民生費
42億3,287万円（9.8％） 132億7,836万円（30.7％）

消防費 衛生費
15億2,736万円（3.5％） 49億4,889万円（11.4％）

土木費 労働費
46億3,441万円（10.7％） ２億8,056万円（0.6％）

商工費 農林水産業費
25億1,700万円（5.8％） 11億5,720万円（2.7％）

その他 人件費
4,430万円（0.1％） 59億686万円（13.7％）

普通建設事業費
55億228万円（12.7％）

繰出金 扶助費
55億4,201万円（12.8％） 72億9,675万円（16.9％）

貸付金
17億4,208万円（4.0％）

公債費
49億7,599万円（11.5％）

積立金
６億4,010万円（1.5％）

補助費等 維持補修費 物件費
54億7,103万円（12.6％） ５億4,067万円（1.2％） 56億994万円（13.0％）

一般会計予算額 【432億7,200万円】

歳　入

目的別

性質別

4



３　平成25年度　飯 田 市 各 会 計 予 算（案）

25年度 (A) 24年度 (B)  (A)-(B)  (C) (C)/(B)

ケーブルテレビ放送事業特別会計

国民健康保険特別会計

予　　　算　　　額 比　　　　　較

事 業 勘 定

直 診 勘 定

0.7

4,600 4,900 △ 300

会　　 　　計　　 　　名

一 般 会 計 2.0

△ 6.1

水 道 事 業 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

特 別 会 計 の 計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

墓 地 事 業 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

地 方 卸 売 市 場 事 業 特 別 会 計

1,171,200 1,143,400

上村デイサービスセンター特別会計

介 護 老 人 保 健 施 設 事 業 特 別 会 計 702,300 648,600 53,700 8.3

27,700 23,700

計

43,272,000 42,419,000 853,000

10,008,190 9,943,000 65,190

病 院 事 業 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

27,800 2.4

10,068,000 9,846,000 222,000 2.3

16,400 20,300 △ 3,900 △ 19.2

70,000 66,000 4,000 6.1

13,800 16,400 △ 2,600 △ 15.9

151,900 167,300 △ 15,400 △ 9.2

4,141,900 △ 223,100 △ 5.14,365,000

4,000 16.9

129,000 129,000 0 0.0

14,655,062 15,533,394 △ 878,332 △ 5.7

3,141,000 3,290,500 △ 149,500 △ 4.5

44,301,052 45,197,494 △ 896,442 △ 2.0

87,573,052 87,616,494 △ 43,442 △ 0.0
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（単位：千円、％）

 保険給付費 6,677,808   後期高齢者支援金等 1,345,969   介護納付金 563,965

 共同事業拠出金 1,005,158   保健事業費 98,691

 公共飯田処理区整備 256,300   松尾浄化管理センター整備 55,000　内水排除対策 47,500

 管渠長寿命化計画策定 40,000   雨水排水施設設置補助 5,000　

 収益的収入 12,144,000   収益的支出 12,116,000   資本的収入 1,500,249   資本的支出 2,539,062

 （うち第３次整備事業 230,000）

 収益的収入 1,916,700   収益的支出 1,869,800   資本的収入 268,100   資本的支出 1,271,200

 （うち老朽管更新事業 87,000  緊急連絡管整備事業 50,000  上郷第２配水池更新事業 318,000）

主          な          内          容

 三穂診療所、上村歯科診療所

 後期高齢者医療広域連合納付金 1,134,686

 保険給付費 9,699,130   地域支援事業費 164,325

 施設管理費 606,684   施設事業費 95,616

 総務費 16,758   サービス事業費 10,892

 竜東維持管理費 62,608   遠山郷維持管理費 20,122   公債費 45,044

一般

国保

後高

 遠山簡易水道の管理運営 67,022   施設整備 22,500

介護

 卸売市場費 11,586

 中央、本町、飯田駅、駅西、扇町各駐車場の管理運営 67,120

 霊園の管理運営 7,600

市場

駐車

墓地

簡水

下水

老施

水道

特会

 計

デイ

ケテ

病院
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予　　算　　額 (A)の

25年度(A) 24年度(B) 構成比 (A)-(B) (C) (C)/(B)

１ 市 税 12,964,400 12,869,400 30.0 95,000 0.7

２ 地 方 譲 与 税 461,000 477,000 1.1 △ 16,000 △ 3.4

３ 利 子 割 交 付 金 33,000 41,000 0.1 △ 8,000 △ 19.5

４ 配 当 割 交 付 金 25,000 20,000 0.1 5,000 25.0

５ 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 4,000 4,000 0.0 0 0.0

６ 地 方 消 費 税 交 付 金 1,227,000 1,178,000 2.8 49,000 4.2

７ 自 動 車 取 得 税 交 付 金 84,000 104,000 0.2 △ 20,000 △ 19.2

８ 地 方 特 例 交 付 金 40,000 41,000 0.1 △ 1,000 △ 2.4

９ 地 方 交 付 税 11,150,000 11,250,000 25.8 △ 100,000 △ 0.9

10交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 18,000 20,000 0.0 △ 2,000 △ 10.0

13国 庫 支 出 金 4,414,681 4,231,813 10.2 182,868 4.3

15財 産 収 入 35,293 35,382 0.1 △ 89 △ 0.3

16寄 附 金 11,000 11,000 0.0 0 0.0

17繰 入 金 880,187 1,040,257 2.0 △ 160,070 △ 15.4

18繰 越 金 500,000 400,000 1.2 100,000 25.0

20市 債 5,308,000 4,474,700 12.3 833,300 18.6

合　　　　　　計 43,272,000 42,419,000 100.0 853,000 2.0
※表示単位未満四捨五入。各項目と合計は一致しない場合がある。

区　　　　　　分
増　　減

分 担 金 及 び 負 担 金 840,897 874,774 1.9 △ 33,877 △ 3.9

2.819諸 収 入 2,357,193 2,293,785 5.4 63,408

11

△ 0.212使 用 料 及 び 手 数 料 575,976 576,987

5.4 △ 133,529 △ 5.4

　　　　　【平成25年度飯田市一般会計　歳入  主な内容と増減内訳】

14県 支 出 金 2,342,373 2,475,902

1.3 △ 1,011
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単位：千円

主　　　　　　な　　　　　　内　　　　　　容 増減(A)-(B)の主な内容

市税

地方揮発油譲与税 135,000　自動車重量譲与税 326,000 揮発油譲与税 △3,000　重量譲与税 △13,000 地譲

利子

配当

株式

消費

自取

地特

普通交付税 10,300,000　特別交付税 850,000 普通交付税 △100,000 地交

交通

分負

住宅使用料 150,508　ごみ処理手数料 143,437 航空宇宙産業クラスター拠点用地使用料5,280

戸籍等手数料 50,056　休日夜間診療所 42,500 斎苑使用料 2,185　ごみ処理手数料 2,566

道路河川占用料 38,230　斎苑使用料 38,006 企業人材確保住宅使用料560

体育施設 20,223　文化会館 19,000　公民館 13,425 住宅使用料 △6,413　体育施設△2,622

川本人形美術館 10,012　幼稚園使用料 5,395 文化会館使用料△1,185

負担金

  民生費 3,359,5278（児童手当 1,303,699　障害 799,553 地域の元気臨時交付金277,000

　　　　　 生活保護 489,537　民間保育所 420,994　ひとり親家庭 142,840） 橋りょう維持55,000

　衛生費 28,000（保険基盤安定） 民間保育所負担金 30,946

補助金 文化芸術振興 30,370

  総務費 283,301(地域の元気臨時交付金277,000　通学路3,001) 消防防災設備整備 10,472

  民生費 65,928(障害 49,356　老人 6,500　生活保護 2,916　) 社会資本整備（道路） △39,450

  衛生費 27,363(成人保健 15,233　環境保全 9,483) 生活保護 △50,089

  商工費 53,620(天龍峡 42,725) 社会資本（公園） △39,159

  土木費 482,312(道路 344,150　住宅 68,162　橋りょう 55,000) 子育て支援 △33,377

　教育費 80,971（文化会館 30,370　文化財 31,672） 天龍峡整備 △36,121

負担金

  民生費 1,124,473(障害 385,454　児童手当 285,568 参議院議員選挙 38,200

　　　　　　　　　　　民間保育所 210,497） 子育て支援対策 36,452

  衛生費 170,750（保険基盤安定） 民間保育所負担金 15,473

補助金 経営所得安定対策 14,000

  民生費 519,722(民間保育所 178,356　医療給付 210,946 子育て支援対策臨時特例交付金△75,718

  　　　　　　　　　　児童健全育成 40,928　障害 33,883） 林道改良 △58,368

  労働費 24,185(雇用対策) 子宮頸がん等ワクチン△45,093

  農林費 154,896(林業振興 45,385　農政対策 71,017　国土調査 9,045 妊婦健診△31,924

　　　　　　　　　　　農業振興 23,172) 重点分野雇用創造△22,491

委託金 上大瀬木地区整備△10,300

  総務費 206,066(県民税 158,700) 障害者医療費給付△7,998

財産貸付料 24,253　基金運用収入 5,834　不動産売払収入 5,061 基金利子 782　土地建物貸付 △869 財産

ふるさと寄附金 5,000　奨学資金 6,000 寄附

財調 300,000　減債 150,000　公共施設 150,000　ふるさと 69,000 財調 △100,000　減債 △50,000　公共施設△50,000

庁舎 102,717　社会福祉施設 33,650　地域雇用創出推進 27,326 ふるさと △9,000　社会福祉施設 33,650 繰入

過疎自立促進 33,570　財産区 13,874 過疎 27,870　地域活性化 △22,625

繰越

貸付金元利収入 1,723,398(商工制度資金 1,520,000　生活資金 170,000） 土地改良維持管理適性化 25,200

雑入 517,590　受託事業収入 112,005 埋文受託 22,293　商工制度資金 20,000

合併特例債・・・2,313,200 庁舎整備事業債 647,200

　庁舎 1,144,900　社会教育施設 345,800　地域振興基金 285,000 文化会館整備事業債 245,100

　文化会館 245,100　道路 107,800　住宅 91,200　観光施設 65,600 社会教育施設整備事業債 211,100

過疎対策事業債・・・73,400 臨時財政対策債 190,000

　道路 26,100　公共交通体系 23,100　林道 18,200 病院事業出資債 △235,000

　老人福祉 4,200　消防施設 1,800 道路新設改良事業債 △98,400

その他・・・2,921,400 街路事業債 △78,100

土木 462,500　消防施設 274,600　臨時財政対策債 2,150,000 小学校建設事業債 △75,000

市民税 5,474,000(個人 4,533,000　法人 941,000）
固定資産税 5,770,400　軽自動車税 254,200　市たばこ税 750,000
入湯税 4,000　都市計画税 711,800

農林費分担金 80,060（非補助土地改良 80,000）
民生費負担金 754,210(保育料 664,223　老人措置 59,000)

個人現年 8,000（0.2％）
法人現年 △103,000（△9.9％）
固定現年 64,000（1.1％）たばこ 122,000（19.4％）

成年後見支援センター町村負担金6,000
保育料 △31,643

市債

国庫

使手

県費

諸入
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　　　　　【平成25年度飯田市一般会計　目的別歳出　主な内容と増減内訳】

　※（　）･･･国の緊急経済対策に対応した平成24年度３月補正予算を含む13か月予算

区　　　　　　分 25年度 (A) 24年度 (B) (A)の構成比 (A)-(B) (C) (C)/(B)

１　議  　 会  　 費 286,113 293,065 0.7 △ 6,952 △ 2.4

２　総　 　務 　　費 5,088,843 4,323,141 11.8 765,702 17.7

３　民　 　生　 　費 13,278,362 13,296,819 30.7 △ 18,457 △ 0.1

４　衛　 　生　 　費 4,948,892 5,274,565 11.4 △ 325,673 △ 6.2

５　労　 　働　 　費 280,558 284,298 0.6 △ 3,740 △ 1.3

６　農 林 水 産 業 費 1,157,203 1,324,530 2.7 △ 167,327 △ 12.6
( 1,479,836) ( 155,306)( 11.7)

７　商　 　工　 　費 2,517,003 2,504,482 5.8 12,521 0.5

８　土　 　木 　　費 4,634,413 4,750,370 10.7 △ 115,957 △ 2.4
( 4,941,686) ( 191,316)( 4.0)

９　消　 　防 　　費 1,527,359 1,295,406 3.5 231,953 17.9

10　教　 　育　 　費 4,232,868 3,801,151 9.8 431,717 11.4
( 4,348,513) ( 547,362)( 14.4)

11　災  害  復  旧  費 4,300 4,300 0.0 0 0.0

12　公　 　債 　　費 4,975,986 4,926,624 11.5 49,362 1.0

13　諸 　支 　出 　金 300,100 300,249 0.7 △ 149 △ 0.0

14　予　 　備　 　費 40,000 40,000 0.1 0 0.0

合　　　　計 43,272,000 42,419,000 100.0 853,000 2.0
( 44,017,551) ( 1,598,551)( 3.8)

予　　算　　額 増　　減
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主　　　　　な　　　　　内　　　　　容 増  減  の  主  な  内  容

議会費 286,113 議員共済負担金 △6,450 議会

庁舎整備 1,228,413　退職手当 309,231
リニア推進対策 351,364　総務一般管理 133,613
住民情報システム管理 105,365　地域自治支援 104,200
課税事務委託 97,250　市民バス等運行 86,279
広域負担金 75,658　自治振興センター管理 99,215
集会施設整備 70,815　ケーブルテレビ特会繰出 45,100
市議会議員選挙 44,774　文書管理 44,226
賦課費 39,296　参議院議員選挙38,200

庁舎整備 678,513　集会施設整備 64,552
市議会議員選挙 42,267　課税事務委託 42,002
参議院議員選挙 38,200　自治振興センター管理 8,466
財産区議員選挙 7,304　職員研修 5,278
滞納管理システム管理 3,906　自動車購入 2,840
退職手当 △74,060　市長選挙 △34,090
外国人登録事務 △3,465　多文化共生 △2,788
情報管理 △2,715　広報番組制作放送委託 △2,659

総務

児童手当 1,874,835　障害者福祉 1,778,250
介護保険特会繰出 1,446,239　公立保育所 1,374,160
民間保育所運営 1,409,375　後期高齢者医療関係 1,311,342
生活保護措置 652,716　児童扶養手当 409,849
養護老人ホーム措置 337,000　障害者医療費給付 285,983
民間保育所施設整備 236,412　子ども医療費給付 208,516
障害児通所支援 196,584　児童館・クラブ等 142,602
介護老人保健施設特会繰出 151,800

民間保育所運営 74,174
障害者福祉 59,074
特別養護老人ホーム等建設補助 54,225
後期高齢者医療関係 52,576
介護保険特会繰出 39,762　公立保育所 38,216
養護老人ホーム措置 17,000
民間保育所施設整備 △250,701
生活保護措置 △66,786　児童手当 △28,690

民生

病院事業負担金 1,416,000
国保特会繰出 604,250　広域負担金（焼却場） 569,785
簡易水道費 377,605　ごみ収集処理 280,831
予防接種 237,860　がん検診 118,545
妊婦健診 112,830　簡水特会繰出 104,200
最終処分場管理 69,806　合併処理浄化槽普及促進 57,284
上村診療所運営費 51,902　容器包装リサイクル 48,992

再生可能エネルギー推進基金 40,000
広域負担金（焼却場） 24,579　がん検診 16,185
広域負担金（竜水園） 10,721　国保特会繰出 6,110
病院事業出資金 △470,000　簡易水道費 △12,639
合併処理浄化槽普及促進 △7,437
おひさまのエネルギー推進 △4,974

衛生

勤労者協調融資 170,000　勤労者福祉センター管理費 43,580
雇用対策 13,208　勤労者共済会補助 11,372　人材誘導 3,829

雇用対策 △2,550
勤労者福祉センター管理費 △560

労働

農林

中小企業金融対策 1,640,400　天龍峡整備（補助） 127,629
企業立地促進補助 80,008　新産業クラスター 60,739
商工会議所活動運営補助 49,599　地場産業等振興 43,200
上村観光施設管理 36,420　南信濃観光施設管理 30,816
飯田観光協会運営 21,965　遠山郷観光戦略プロジェクト 19,000

新産業クラスター 54,239　上村観光施設管理 21,475
中小企業金融対策 20,000
商工会議所活動運営補助 18,442
天龍峡整備（補助） △77,026
企業誘致推進 △9,750　ポケットパーク整備 △9,000

商工

土木

広域負担金（消防） 907,886　消防体制強化整備 287,673
消防団運営 176,790　災害対策備蓄 56,878

消防体制強化整備 224,063　災害対策備蓄 29,608
消防団詰所整備 △24,000

消防

教育

災害

長期債元金 4,484,606
長期債利子 489,380　一時借入金利子 2,000

長期債元金 128,009
長期債利子 △78,647

公債

地域振興基金 300,000 学術研究振興基金 △100 諸支

予備

下水道特会繰出 1,854,400　道路改良（補助） 660,600
道路改良（単独） 249,877　公営住宅整備 148,607
道路維持 474,828　橋りょう長寿命化修繕 112,150
地域振興住宅整備 96,000　橋りょう耐震整備 51,300
都市公園維持 49,400　動物園管理 45,255
公園整備 44,059　潰地登記・道路台帳補正 40,895
河川自然災害防止 40,000　県街路事業地元負担金 33,300

下水道特会繰出金 169,700
橋りょう長寿命化修繕 112,150
道路維持 34,171　橋りょう耐震整備 27,670
道路改良（補助） △143,900
県街路事業地元負担金 △86,700
飯喬道路関連 △83,587　公営住宅整備 △79,949
公園整備 △69,311

単位：千円　

農業基盤整備資金償還補助 184,000
市単土地改良 84,972　非補助土地改良 80,000
新規就農者支援 45,800　中山間地域等直接支払 44,779
林道開設・改良･舗装 43,408　農作物被害対策 36,383
土地改良施設維持管理適性化 29,680
国営造成施設耐震対策 25,272　農業委員会活動推進 22,489
あぐりチャレンジ農業資金融資 20,000

土地改良施設維持管理適正化 27,440
新規就農者支援 16,523　経営所得安定対策 14,000
林道開設・改良･舗装 △109,606
ふるさと農道 △35,960　上大瀬木地区整備 △20,200
非補助土地改良 △10,000
中山間地域振興プロジェクト △9,869
国土調査 △7,958

公民館耐震整備 365,004　文化会館整備 265,167
学校給食 356,505　体育施設管理 163,964
学校教育補助員等雇用 128,307
公民館管理 103,930　学校施設大規模改修 100,000
学校管理一般経費 136,936　学校施設改修 88,134
美術博物館管理 84,755　旧飯田測候所整備 54,025
私立幼稚園奨励補助 44,769　いいだ人形劇フェスタ開催 44,650

文化会館整備 242,706　公民館耐震整備 190,292
体育施設改修 22,614
いいだ人形劇フェスタ開催 21,650
非構造部材耐震化 22,000
小中連携一貫教育 19,503
社会教育一般経費 △26,795
教師用教科書・指導書等購入 △24,650
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【歳  出  性質別】

　　※（　）･･･国の緊急経済対策に対応した平成24年度３月補正予算を含む13か月予算

 24 年 度 予 算 額

　　　(A) 構成比 　　　(B) 構成比 (A)-(B) (C) (C)/(B)

１　人　　　件　　　費 5,906,85913.76,018,48914.2△ 111,630 △ 1.9

２　扶　　　助　　　費 7,296,74516.97,230,82517.0 65,920 0.9

３　公　　　債　　　費 4,975,98611.54,926,62411.6 49,362 1.0

小　　　　　計 18,179,59042.118,175,93842.8 3,652 0.0

４　物　　　件　　　費 5,609,93613.05,424,10212.8 185,834 3.4

５　維　持　補　修　費 540,673 1.2 518,631 1.2 22,042 4.3

６　補　　助　　費　等 5,471,03312.65,483,52612.9△ 12,493 △ 0.2

７　積　　　立　　　金 640,100 1.5 600,249 1.4 39,851 6.6

８　投　資・出　資　金 0 0.0 470,000 1.1△ 470,000△ 100.0

９　貸　　　付　　　金 1,742,0784.0 1,720,7364.1 21,342 1.2

10　繰　　　出　　　金 5,542,01112.85,286,51712.5 255,494 4.8

11　投　資　的　経　費 5,506,57912.74,699,30111.1 807,278 17.2
( 6,252,130) ( 1,552,829)( 33.0)

　補　　　　　助 1,427,6943.3 1,974,0314.7△ 546,337△ 27.7
( 2,173,245) ( 199,214)( 10.1)

　単　　　　　独 4,078,8859.4 2,725,2706.4 1,353,615 49.7

　普 通 建 設 費 5,502,27912.74,695,00111.1 807,278 17.2

　補　　　助 1,427,6943.3 1,974,0314.7△ 546,337△ 27.7
( 2,173,245) ( 199,214)( 10.1)

　単　　　独 4,074,5859.4 2,720,9706.4 1,353,615 49.7

　災 害 復 旧 費 4,300 0.0 4,300 0.0 0 0.0

　補　　　助 0 0.0 0 0.0 0 0.0

　単　　　独 4,300 0.0 4,300 0.0 0 0.0

12　予　　　備　　　費 40,000 0.1 40,000 0.1 0 0.0

合　　　　計 43,272,000100.042,419,000100.0 853,000 2.0
(44,017,551) ( 1,598,551)( 3.8)

25 年 度 予 算 額 増　　　　減
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

退職手当 △74,060　職員給与 △25,117　特別職給与 △13,508 人件

民間保育所運営 74,174　障害者支援 40,855　老人ホーム措置費 17,500　障害児通所 16,385
生活保護 △61,244　児童手当 △28,690

扶助

長期債元金 128,009　長期債利子 △78,647 公債

小計

定期予防接種 117,019（うち99,898補助費等から移動）　いいだ人形劇フェスタ 44,650　課税事務 42,002
災害対策備蓄 29,608　小中連携・一貫教育 19,734　参議院選挙 16,879　がん検診 16,185　市議選挙 13,230
遠山観光戦略プロジェクト 7,400　社会教育施設耐震診断 △36,855　学校教師用教科書 △24,650
高校生予防接種 △14,951　市長選挙 △14,740　企業誘致推進 △9,751
中山間地域振興プロジェクト △9,547　災害危険住宅移転事業 △7,860

物件

道路維持 35,448　除雪 △3,025　桐林勤労者福祉センター修繕 △1,752　老人福祉一般経費 △1,000
都市公園 △1,000

維持

病院負担金 74,000　広域負担金（ごみ）24,579　新規就農者支援 16,523　経営所得安定対策 14,000
広域負担金（し尿）10,721　遠山観光戦略プロジェクト 7,400　予防接種 △99,898（物件費等へ移動）
いいだ人形劇フェスタ △23,000　民間保育所特別保育 △20,393　広域負担金（満蒙開拓）△16,957

補助

再生可能エネルギー推進 40,000 積立

市立病院出資金 △470,000 投資

中小企業振興資金借換預託 20,000 貸付

国保 6,110　後期高齢者 52,576　介護保険39,762　簡水 △1,930　下水 169,700
介護老人保健施設 △14,200　上村デイ 2,200

繰出

投資

補助

単独

普建

補助

庁舎整備 678,513　文化会館整備 257,675　消防救急無線デジタル化 210,000　公民館耐震整備 190,292
集会施設整備 64,552　民間老人福祉施設整備 54,225　航空宇宙産業クラスター拠点整備 50,000
土地改良施設維持管理適正化 28,000　橋りょう耐震整備 27,670　共同調理場整備 25,017
社会体育施設整備 22,488　学校施設非構造部材耐震整備 22,000　上村観光施設整備 21,600
児童クラブ耐震改修 20,321　道路自然災害防止 20,000　商工会議所活動運営補助 20,000
学校屋内運動場整備 14,000　民間保育所施設整備 △114,763　県営街路事業負担金 △86,700
飯喬道路関連 △83,587　ふるさと農道整備 △35,960　消防団詰所整備 △22,500　辺地対策 △20,000

単独

災害

補助

単独

予備

社会資本整備（通学路）170,000　橋りょう修繕 112,150　公園修繕 20,000
社会資本整備（中心市街地）△270,020　民間保育所施設整備 △135,938　林道改良 △120,400
社会資本整備（道路）△92,000　天龍峡整備 △79,093　公営住宅整備 △76,776　道整備交付金 △38,000
上大瀬木地区整備 △20,200

主たる増減の内訳
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（単位：千円）　　

主　要　な　施　策　・　事　業　等

平成25年度 3,376,985

平成24年度 3,545,925

増　減　額 △ 168,940

平成25年度 2,487,584

平成24年度 2,170,756

増　減　額 316,828

平成25年度 22,458,810

平成24年度 21,556,909

増　減　額 901,901

平成25年度 1,204,861

平成24年度 1,149,060

増　減　額 55,801

平成25年度 2,757,470

平成24年度 2,934,602

増　減　額 △ 177,132

Ⅳ　自然・環境と調和
　した「低炭素社会・飯
　田」づくり
　　　　【施策51～57】

◆環境モデル都市づくりロードマップの推進
　◎創エネによるエネルギー転換
　　～　新エネルギー推進リーディング事業　～
　　　多様な主体による再生可能エネルギーの事業化支援
　　　　・おひさまのエネルギーによる域産域消の推進
　　　　・もりのエネルギーによる域産域消の推進
　　　　・市民参加型の小水力発電事業
　◎省エネによるエネルギー事業の抑制
　　　　・産業・民生部門での省エネ推進
　◎移動手段の低炭素化
　　　　・次世代移動手段等を活用したライフスタイルの低炭素化

Ⅴ　多様性に富んだ暮ら
　しと文化を次世代に継
　承する地域づくり
　　　　【施策61～94】

◆リニア推進ロードマップに基づく事業の実施
◆学輪IIDAを基軸とした知のネットワークづくり
◆人形劇を通じた「小さな世界都市」の実現
◆中山間地域振興の取組
◆中心市街地の賑わいづくりに寄与する取組
◆地域資産（守るべきもの、備えるべきもの）の保存・継承
◆定住自立圏及び三遠南信等における広域的な連携の推進
◆市民と市役所の情報共有の推進

Ⅱ　地育力によるこころ
　豊かな人づくり
　　　　【施策22～29】

◆飯田市教育振興基本計画に基づき「自立」「共生」「共育」を推進
　・小中連携・一貫教育を全中学校区で実施
　・小中学校の教育環境整備
　・飯田市における不登校対策５つのアクションプランによる登校支援
◆地育力向上連携システムによる取組
　・小中連携のキャリア教育や体験活動、ふるさと学習を学校教育・社会教育
　　の連携体制により推進
◆文化芸術の振興
　・オケ友５周年記念「第九演奏会」の開催など「市民がつくる文化」を
　　継承・発展できるよう支援
　・人形劇のまちづくり
　　アジア人形劇フェスティバルの開催やいいだ人形劇センターの活動を支援

Ⅲ　安心して健やかに
　暮らせるまちづくり
　　　　【施策31～45】

◆地域健康ケア計画2013　　重点プロジェクト事業の推進
　・健康づくり家庭訪問　・高齢になっても地域で安心して暮らせるための支援
　・子どもの健やかな発達への支援　・ともに未来を支え合うパートナーづくり
　・家族ぐるみで取り組む「がん」対策　・食育の推進
　・歩こう動こう運動で健康づくり
◆子どもを産み育てやすい環境の充実
　　・保育料の引下げ　　・通学路安全対策
◆飯田市立病院の救急、周産期、がんなどの診療機能等の充実
◆災害対策の推進
　　災害拠点施設整備、災害対策備蓄資機材整備、消防団無線デジタル化
◆既存ストックの活用
◆公共交通の利用促進

市政経営の５つの基本方針と平成25年度予算の概要

５つの基本方針・予算額

Ⅰ　経済的自立度を高
　める多様な産業施策
　の推進
　　　　【施策11～13】

◆地域経済活性化プログラム2013の推進
　「14年後を想定したリニア時代の産業づくりへの挑戦」
　◎重点プロジェクト
　　１．人材誘導・人材育成　　２．中小企業金融円滑化法の出口支援
　　３．地域産業育成基盤の整備
　　４．異産業連携による地域資源の活用・創出
　　５．広域連携による取り組み
　◎分野別重点プロジェクト
　　６．【工業】連携・共同・統合による産業集積の創造
　　７．【農業】生産基盤の強化と新たな農業展開の推進
　　８．【林業】持続可能な森林づくり
　　９．【観光】観光誘客推進の基盤づくり
　  10．【商業】地域生活インフラにおける商業振興
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市政経営の５つの基本方針と平成25年度予算の概要

（単位：千円）　　

主　な　新　規　・　拡　充　事　業　等

　◆（拡）リニア推進事業　　　　　　　　　345,364
　◆（新）リニア未来都市ブランディング事業　　6,000

　◇（新）飯田駅前等駐車場整備計画調査事業
　◇（新）空き家対策事業
　◇（新）市民との情報共有の強化（市公式ウェブサイトのリニューアル）
　◇（新）ご当地ナンバープレート作成事業
　○（拡）上村定住支援（保育園児世帯への支援）
　○（拡）ムトス飯田支援事業

　◆（新）市制度資金借換利用促進預託金（ポスト金融円滑化法）　　20,000
　◆（新）航空宇宙産業クラスター拠点整備事業　　　 　　55,280
　◆（新）三遠南信自動車道天龍峡大橋(仮称)添架歩廊整備事業　　 38,000

　◇（新）農業新分野創出人材育成事業
　◇（新）商工会館建設補助
　◇（新）観光振興ビジョンの策定
　◇（新）飯田観光協会事務局体制づくり
　○（拡）農作物鳥獣被害対策・被害防止対策　・・・　重点　ニホンザルの被害対策
　○（拡）市田柿ブランド推進プロジェクト事業
　○（拡）畜産生産緊急対策事業
　○（拡）飯田の木で家を立てるプロジェクト

　◆（拡）小中連携・一貫教育推進事業の全中学校区への展開　　26,003
　◆（拡）人形劇のまちづくり事業（アジア人形劇フェスほか）　 51,350

　◇（新）竜峡共同調理場実施設計
　◇（新）伊賀良小学校第2体育館建設実施設計
　◇（新）文化会館ホール舞台照明設備改修工事
　◇（新）菱田春草生誕地整備活用事業
　◇（新）小中学校体育館等非構造部材耐震化
　○（拡）図書館司書、特別教育支援員の増員
　○（拡）地育力向上連携システム　　ふるさと学習・体験活動・キャリア教育

　◆（新）保育料軽減事業（多子世帯への軽減充実と更なる一括軽減）　　　35,619
　◆（新）成年後見支援センター事業(含む介護特別会計)　　　　18,000
　◆（継）市立病院第３次整備事業(特別会計)         230,000
　◆（拡）庁舎整備事業　　　　　　　　　1,228,413
　◆（拡）公民館建設・耐震化整備事業　　　　　365,004
　◆（新）消防救急デジタル無線整備事業　　　　　210,000
　◆（新）市民バス・JR飯田線利用促進事業　　　　　86,279
　◆（新）通学路の安全対策　　　　　　　　179,232

　◇（新）緊急医療情報キット配布事業
　◇（新）民間老人福祉施設（特養）整備補助
　○（拡）中山間地災害対策事業
　○（拡）住宅リフォーム対象年齢の拡大
　○（拡）障害者医療費給付事業　　障害者対象拡大
　○（拡）橋りょう・公園の長寿命化事業
　○（拡）道路維持補修事業費の増

　◆（拡）新エネルギー推進リーディング事業　　46,254

　○（拡）生ごみ処理機購入費補助（２回目）
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５　５つの基本方針の実現に向けて

Ⅰ　経済的自立度を高める多様な産業施策の推進

（１）支え、育む産業基盤づくり【施策：11】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 20,000 金融政策室

市制度資金借換 (0)

利用促進預託金

【新規】 3,558 観光課

観光振興ビジョン (0)

策定事業

【新規】 38,700 国県関連

天龍峡大橋(仮称) (0) 事業課

添架歩廊

整備事業

【新規】 11,977 林務課

林道舗装事業 (0)

（補助）

【拡充】 36,383 農業課

農作物被害対策 (35,632)

事業

新高速交通網時代を見据え、飯
田市観光振興ビジョンを策定しま
す。

三遠南信自動車道の一環で整備
される天龍峡大橋（仮称）に歩道
を整備します。

25年度に建設が始まる天龍峡大
橋（仮称）に歩道を整備します。

林道を舗装することで、森林整備
（間伐）の作業効率を向上させ、木
材搬出コストの軽減、通行車輌の
安全を確保します。

サル被害については、信州大学と
連携し、ＧＰＳによる群れの生態調
査や捕獲推進・被害対策を進める
とともに、地域一丸となった追い払
いの支援を行います。

農作物への鳥獣被害を防止する
ため、各地区鳥獣被害対策協議
会、飯田市連合猟友会、関係組
織と連携した鳥獣被害対策事業を
実施します。

リニア中央新幹線・三遠南信自動
車道による、新高速交通網時代を
見据えた飯田市観光振興ビジョン
の策定及び観光振興を進めます。

林道川合線の舗装を行います。

(注)予算額欄のカッコ内の数字は、平成24年度予算額です。

事　　　業　　　名

金融円滑化法終了後の中小企業
の資金繰り支援として、市制度資
金の借換えを促進するため、借換
えに係る原資の一部を預託しま
す。

中小企業の資金繰り支援として、
資金の借換えを促進します。

４　政策強化特別予算枠事業

後期基本計画の政策、施策の成果をさらに高めるため、次の事業に重点的に取り組みます。 単位：千円

事業名 施策 事業の概要 予算額
うち一般
財源額

市制度資金借換
利用促進預託金

11
金融円滑化法終了後の中小企業の資金繰り支援とし
て、市制度資金の借換えを促進するため、借換えに係
る原資の一部を預託します。

20,000 0

航空宇宙産業クラス
ター拠点整備事業

13
航空宇宙産業の集積強化のため、生産・研究開発拠点
の整備を行います。

55,280 50,000

保育料軽減事業 37
多子世帯への保育料軽減拡大と更なる一括軽減を行
い、子供を産み育てやすい環境をつくります。

35,619 35,619

通学路安全対策
事業

42
通学路安全対策プログラムに基づき、危険箇所や道路
標識などの整備を行います。

179,232 34,131

新エネルギー推進
リーディング事業

57
太陽光、小水力発電などで住民の皆さんが主体となる
事業を支援します。また、初期投資資金の貸付を行い
ます。

46,254 3,658

リニア未来都市ブラ
ンディング事業

81
リニア将来ビジョンが目指す都市像実現のため、ブラン
ド構築に向けたセミナーの実施や、デザインコンテンツ
の活用など、実行プランを検討する。

6,000 6,000

342,385 129,408計
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 84,972 土木課

市単土地改良 (80,180)

事業

【拡充】 25,272 建設管理課

土地改良区施設 (21,060)

耐震対策事業

11,372 産業振興

（財）飯田勤労者 (11,375) 支援課

共済会支援事業

170,000 産業振興

勤労者協調融資 (170,000) 支援課

事業

114 産業振興

産業振興のため (150) 支援課

の人材育成事業

428 産業振興

学生等を対象とし (500) 支援課

たＵＩターン支援

事業

9,658 産業振興

住宅支援給付 (12,172) 支援課

事業

29,680 土木課

土地改良施設 (2,240)

維持管理

適正化事業

80,000 土木課

非補助土地改良 (80,000)

事業

12,720 土木課

国土保全特別 (13,600)

対策事業

1,233 土木課

農地保全型簡易 (2,070)

基盤整備事業

これまでの大学とのつながりをふ
まえ、就職面接会や情報交換会を
行います。

勤労者に福利厚生サービスを提
供する（財）飯田勤労者共済会を
支援します。

将来にわたり持続可能な事業運
営を進めるため、事業の内容が会
員の多様なニーズに対応できるよ
う検討します。

勤労者の生活安定を図るため、低
利な生活・教育資金融資をあっせ
んします。

竜西一貫水路の保全を目的として
松川、久米川、臼井川の各サイ
フォンの改修等に負担金を支出し
ます。

25年度で完了予定の松川サイ
フォン、久米川サイフォンの耐震
化工事、及び昨年度開始した臼
井川サイフォンの耐震化に負担金
を支出します。

農業振興地域内の老朽化した農
業用水路を整備し営農の安定化
に努めます。

羽場玄佐井と松尾思井川井の農
業用用排水路施設整備を行いま
す。

就労能力、就労意欲はあるものの
離職を余儀なくされた方が、住宅
を失う場合に住宅手当を支給する
ことで、住宅や就労機会の確保を
支援します。

引き続き該当者に住宅手当を支
給し、住宅を確保するとともに、就
労できるよう支援します。

農業経営者による遊休荒廃農地・
条件不良農地（排水不良、区画形
状の悪い農地、道が無く農業機械
の入らない農地等）の整備を補助
します。

農業振興地域内の区画整理、暗
渠排水、樹木抜根、耕作道新設
への補助を行います。

農業の生産性を向上させるため、
農業振興地域内の農道整備、農
道舗装、かんがい排水施設整備
などを行います。

農道や農業用水路などの整備や
補修により、農地の保全を進める
とともに、生産基盤、生産条件を
改善し、農作業の効率化に努めま
す。

用排水路整備、農道整備、鋼製
構造物整備を市内20地区で実施
します。また、道水路補修や施設
補修用原材料支給を行います。

農業用水利施設について、整備
や補修を行い、機能を保持しま
す。

竜丘中溝井の水管橋整備を行い
ます。

農道整備を11地区、農道の舗装
を１地区、かんがい排水を９地区
で行います。

随時見直しを行い、より利用しや
すい融資制度としていきます。

若者・学生等（大学・短大・専門・
高校）の就職を支援します。進路
選択に関する講演会や就職支援
セミナーを実施します。

各学校・各関係機関と連携して、
講演会やセミナーを実施します。

大学と地元企業との意見交換会、
市内での面接会の開催により、学
生等のUIターンを促進します。

事　　　業　　　名
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

700 土木課

農地・水保全管理 (700)

支払交付金事業

1,620,400 金融政策室

中小企業金融 (1,620,400)

対策事業

250 金融政策室

中小企業経営 (250)

安定支援事業

（２）未来を見据えた地域産業の魅力、強み、人材の強化【施策：12】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 20,000 商業･

商工会館建設 (0) 市街地

補助 活性課

【新規】 14,000 農業課

経営所得安定 (0)

対策直接支払

推進事業

【拡充】 8,777 農業課

『市田柿』ブランド (5,358)

推進プロジェクト

事業

【拡充】 2,020 林務課

飯田の木で家を (1,165)

建てるプロジェクト

事業

【拡充】 3,020 商業･

商業活性化支援 (2,400) 市街地

事業 活性課

【拡充】 5,344 観光課

観光誘客宣伝 (5,192)

事業

【拡充】 3,021 農業課

畜産振興事業 (871)

2,911 産業振興

技能技術伝承 (2,966) 支援課

事業

生産基盤の維持、拡大を推進す
るために畜舎環境向上の支援を
行います。緊急対策として、養豚
衛生対策、優良素牛導入支援を
行います。

引き続き技能勤労者を褒賞すると
ともに、技術の伝承や高い職業能
力を持った人材を養成するため、
飯田高等職業訓練校を支援しま
す。

生産団体と連携し都市圏に向けた
情報発信の強化、大学等と連携し
た市田柿の研究や、生産体制の
強化に取り組みます。

市田柿のブランド力を更に高める
ために生産団体、関係機関と連携
して生産体制の強化や中核的生
産農家の育成、プロモーション活
動の展開に取り組みます。

中小企業の経営安定支援のた
め、必要な資金を低利で融資あっ
せんし、保証料の全部又は一部を
補助します。

随時見直しを行い、より利用しや
すい融資制度としていきます。

遊休農地の増加や用水路等の荒
廃を防ぐ地域ぐるみの取り組みを
支援します。

Ｗｅｂサイト、観光パンフレットを充
実します。ＪＲ東海と連携し、「秘境
駅号の旅」で市内に宿泊してもらう
ための新たなツアーを企画しま
す。

飯田市産材を使った住宅を建築し
た方、工務店、設計事務所等を支
援します。

永く同一職業に従事し技能の向
上や後継者育成などに尽力した
方を褒賞します。働きながら技能
を修得する勤労者のために飯田
高等職業訓練校を支援します。

関連諸団体と連携したＷｅｂサイト
を充実させ、観光パンフレット等の
印刷、ＪＲとの連携事業を展開し、
観光誘客につなげます。

南信州地域農業再生協議会が行
う、推進活動の一部経費を補助し
ます。

価格低迷や飼料高騰が続き、厳し
い経営環境にある畜産農家に対
して、支援を行います。

店舗の魅力向上及び専門店化を
はじめ、消費者ニーズに対応した
地域密着事業、商店街・商工団体
の連携やスケールメリットを生かし
た取り組みを支援します。

小売・サービス業者の連携による
商業活性化の取り組みや、商店
街・商工会議所支部の事業を支
援します。

補助の対象者を拡充し、建築主と
工務店にあわせ、新たに設計事
務所等も対象とします。

中小企業の経営改善支援のた
め、相談窓口の設置や、専門家派
遣、研修等に係る経費を補助しま
す。

関係機関と連携し、中小企業の経
営改善を支援します。

地域全体の産業振興を図るため、
商工業振興事業、中小企業者に
対する経営指導等を行っている飯
田商工会議所の運営を支援しま
す。

事　　　業　　　名

新商工会館建設に補助をします。

経営所得安定対策の実施に必要
となる推進活動のうち、事業実施
主体となる地域農業再生協議会
が行う推進活動や要件確認等に
必要となる経費を補助します。

共同活動を行っている下久堅南
原地区、座光寺下段整備地区を
支援します。

事　　　業　　　名
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

44,779 農業課

中山間地域等 (44,701)

直接支払事業

6,664 林務課

間伐促進対策 (6,664)

事業

136,271 観光課

天龍峡活性化 (211,276)

事業

291 観光課

海外誘客促進 (353)

事業

2,700 工業課

飯田産業技術 (2,651)

大学事業

3,000 工業課

ものづくり高度 (3,000)

人材育成事業

600 工業課

次世代を担う産業 (802)

人材育成事業

（３）新しい力による新しい産業づくり【施策：13】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 1,000 農業課

農業新分野創出 (0)

人材育成事業

【拡充】 60,739 工業課

新産業クラスター (6,500)

事業

【拡充】 21,965 観光課

飯田観光協会 (8,595)

運営事業

3,829 産業振興

人材誘導事業 (3,823) 支援課

働きながら学ぶ「ものづくり大学院
飯田コース」を開講し、研究者、技
術者の育成を支援します。

新産業分野への参入や、共同開
発を目指すプロジェクトを支援しま
す。

航空宇宙産業の集積強化のた
め、生産・研究開発拠点の整備を
行います。また、産学官連携によ
る健康医療分野の新たなプロジェ
クトを支援します。

飯田観光協会を支援し、観光誘
客を推進します。観光協会事業へ
の補助、案内所運営業務委託、
友好都市観光物産展への出店補
助を行います。

新たに観光協会で専任職員を雇
用し、新しい体制を構築します。ま
た、観光案内所業務の観光協会
への委託を進めます。

技術職や医療職等地域のニーズ
とのマッチングを図る人材バンク
制度の推進や、新キャラクター、
ホームページを活用した情報発信
を行います。

コストのかかる搬出間伐を推進す
るために、間伐経費を補助しま
す。

補助金交付により、事業者と山林
所有者の負担を軽減し、搬出間伐
促進と間伐材の有効利用に努め
ます。

名勝天龍峡整備計画、天龍峡再
生プロジェクトに基づき、遊歩道・
公園等の整備を進めるとともに、
誘客企画やイベントの実施により
天龍峡の活性化を図ります。

三遠南信自動車道、天龍峡再生
道路の供用を見据え、古道を活か
した新たな魅力を創出する遊歩道
や、天竜峡駅周辺の整備などに
取り組みます。

国・県主催の海外誘客事業への
参画、海外向け外国語パンフレッ
トの印刷、飯田観光協会と連携し
た海外向けＰＲ事業を行い、海外
誘客を促進します。

地域資源を活用し新たな事業に
取り組む事業者の支援と、農業経
営の多角化や技術革新などを推
進します。

農業産業大学による戦略的経営
や新技術の習得、具体的課題の
実践研究について支援します。

引き続き大学院飯田コースを開講
することにより企業の課題を解決
する高度な人材を育成します。

子どもたちに対して産業界と学校
が連携し、ものづくりの楽しさを感
じられる体験学習を実施します。

中学・高校生を対象に、産学官連
携によるものづくり体験実践型プロ
グラムを構築します。

中山間地域における集落営農体
制づくりと農地の多面的機能の維
持を目的に、農業生産活動を行う
農業者等を支援します。

平成24年度に実施した中間評価
をもとに活動を見直し、最終年度
である平成26年度に向けての取り
組みを強化します。

地域に必要な人材の誘導、定着
を総合的に支援します。

香港からのサイクリングツアーを伊
那路・木曽路で連携して受け入れ
ます。地域の良さを活かし、海外
にＰＲできるツアーの観光商品化
を進めます。

技術・経営管理講座を通年で開
催し、地域内製造業を担う技能・
技術者を育成します。

デザイン思考のできる人材の育成
を柱に、マーケティング・パッケー
ジデザイン等の講座を通年で開
講します。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

3,481 産業振興

首都圏等交流 (2,188) 支援課

活動支援事業

756 農業課

農業担い手誘致 (1,016)

事業

45,800 農業課

新規就農者支援 (29,277)

事業

620 商業･

商業経営支援 (878) 市街地

事業 活性課

3,054 工業課

企業誘致推進 (12,804)

事業

80,008 工業課

企業立地促進 (79,673)

事業

1,390 工業課

三遠南信連携 (1,590)

推進事業

4,100 工業課

ものづくり製品 (4,650)

開発等支援事業

1,386 金融政策室

起業家育成支援 (1,474)

事業

起業に向けた講座の開催や、創
業関連制度資金の当初１年分の
利子助成により、起業家を支援し
ます。

引き続き実践講座の開催、創業関
連制度資金の利子助成を行いま
す。

新産業４分野（次世代輸送用機
器・健康医療・新農業・光電子産
業）をテーマに、５つのプロジェクト
活動を推進します。

製造業の新製品開発に取り組む
企業・グループを支援します。

環境エネルギー、健康医療分野、
６次化に関連する新技術、新製品
開発を重点的に支援します。

新・農業人フェアへの出展から、
ワーキングホリデー参加、短期農
業体験プログラムでの実践という
連携したプロセスにより、就農意欲
の高い人材確保に取り組みます。

市内に工場や研究機関を新設、
増設する企業を支援し、企業立地
を推進します。

市外からの企業誘致、市内企業
の拡張等の支援を継続して行いま
す。

遠州、東三河地域の企業視察、
展示会への出展を通じ、企業間の
交流、連携を支援します。

誘致活動を推進し、新たな企業立
地によって若者がこの地域に帰
り、職業を選択できる環境の整備
に取り組みます。

長野県事務所（東京・名古屋・大
阪）との連携を深めて、いち早く情
報を入手し、広範囲に誘致活動を
行います。

情報発信の強化により、商圏拡
大・販売促進を目指す商業者のた
めに、そのノウハウを学ぶ機会を
提供します。

経営改善・新規事業展開等を目
指す中小小売店・サービス業者等
の支援と育成を行い、地域商業の
振興と商店街の活性化を目指しま
す。

新規就農者がこの地域に定着で
きるよう、青年就農給付金による助
成を中心に、研修中、就農時、就
農後の段階ごとに各種助成金等
の支援を行います。

新・農業人フェアへのブース出展
等、就農意欲の高い人材を発掘・
誘導しながら、ワーキングホリデー
を人材誘導の重点事業に位置づ
け、人材確保に取り組みます。

首都圏、中京圏等との交流活動を
通じて、地域内外の絆を強め、交
流と人材誘導に取り組みます。

今年度開催予定の東京のふるさと
会総会を機会として、これまでの
取り組みを総括し、交流と人材の
誘導をさらに進めます。

青年就農給付金による支援を行う
とともに、給付対象とならない部分
は、従来の市の制度による支援を
継続して行います。

事　　　業　　　名
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Ⅱ　地育力によるこころ豊かな人づくり

（１）義務教育の充実【施策：22】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 26,003 学校教育課

小中連携・一貫 (6,500)

教育推進事業

【新規】 2,220 生涯学習・

ふるさと学習推進 (0) スポーツ課

事業

【新規】 22,000 学校教育課

非構造部材耐震 (0)

化事業

【新規】 25,017 学校教育課

学校給食施設整 (0)

備事業

46,437 学校教育課

特別支援教育 (38,534)

推進事業

128,307 学校教育課

学校教育補助員 (139,708)

等補充事業

978 生涯学習・

キャリア教育推進 (1,052) スポーツ課

事業

2,174 生涯学習・

体験活動推進 (2,290) スポーツ課

事業

（２）高等教育の充実【施策：23】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

36,667 学校教育課

奨学金貸与事業 (35,467)

（３）家庭教育の充実【施策：24】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

242 市公民館

家庭教育推進 (260)

事業

学校運営の円滑化や教育の充実
を支援するため、県の負担による
職員の配置のほかに、市が図書
館司書等を配置します。

特別支援教育支援員を増員しま
す。

図書館司書を１人増員し、未配置
校を解消します。
学校用務員の業務を効率化し、各
学校の体制を見直します。

災害時に地域住民の避難場所と
なる小学校体育館の天井照明器
具等を耐震化することにより、安全
な施設の確保に努めます。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

高校生は月額１万円、大学生等は
月額３万円の奨学金を貸与しま
す。大学等卒業後、飯田市へＵ
ターンした場合、年間償還額の３
分の１を上限に償還免除します。

大学生25人、高校生３人に奨学金
を貸与します。
飯田市へＵターンした場合の償還
免除制度を周知し、若者の就職・
定住を支援します。

発達の遅れや偏り、心身障害等に
より、学校での生活、学習におい
て個別の支援が必要な児童生徒
に対する支援を行います。

良好な職業観を持ち、自らの人生
を主体的に切り拓く力を備えなが
ら、地域に貢献しようとする意欲を
抱くことを目標として、小中連携の
キャリア教育を推進します。

職場体験学習を中心として、小中
学校の取組みを発展させるととも
に、高校との連携を図ります。

小中学校の農業宿泊体験、高校
の体験活動を引き続き進めます。
新たに、社会教育分野でも農業宿
泊体験を実施し、子ども達の体験
学習の機会を広げます。

義務教育９年間において、各学校
や地域の特性を活かした一貫性
のある教育を実施することで、飯
田らしい教育の質的な向上を図り
ます。

H24年度は、鼎中学校と竜東中学
校でモデル的に実施しました。
H25年度は、教育支援指導主事を
11人配置し、全中学校区で進めま
す。

老朽化した竜峡共同調理場を現
地付近へ移転改築します。

測量等調査、実施設計を行いま
す。

飯田の価値と独自性に自信と誇り
を持ち、地域を愛する心を育むた
め、地育力を活用してふるさと学
習を推進します。

小中学校において、多様な主体と
連携して、飯田の歴史、自然、文
化、産業等の地域資源を題材にし
た学習を推進します。

調査設計結果を踏まえ、３カ年計
画で工事を実施します。

小学校の各学年１クラスを対象に
生活アンケートを実施して、基本
的生活習慣の習得度を把握しま
す。

引き続き基本的生活習慣の習得
度を把握し、生活習慣向上に活用
します。
また、子育てサークルのネットワー
クづくりに取り組みます。

子ども達の生きる力を育むため、
学校や社会教育の場において、
地域の資源と人に触れる「ほんも
の体験」を推進します。
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

770 中央図書館

はじめまして絵本 (770)

事業

（４）共に歩む社会づくりの推進【施策：25】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 165 生涯学習・

平和資料収集 (0) スポーツ課

事業

2,023 男女共同

男女共同参画 (2,383) 参画課

推進事業

2,093 男女共同

多文化共生社会 (4,881) 参画課

推進事業

161 市公民館

人権平和・多文 (173)

化学習交流推進

事業

（５）スポーツの振興【施策：26】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 14,000 学校教育課

伊賀良小学校 (0)

第２体育館建設

事業

32,971 生涯学習・

社会体育施設大 (10,357) スポーツ課

規模改修事業

1,395 生涯学習・

生涯スポーツ (1,426) スポーツ課

推進事業

（６）文化芸術の振興【施策：27】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 258,000 文化会館

文化会館ホール (0)

舞台照明設備

更新事業

【拡充】 6,700 文化会館

人形劇のまち (2,940)

づくり推進事業

事　　　業　　　名

体育館の実施設計と駐車場の整
備計画を策定します。

平和資料を活用した平和学習と共
に、中学校において満蒙開拓平
和記念館を利用した学習を支援し
ます。

引き続き交流広場「わいわいサロ
ン」を開設し、多文化交流の機会
を通じ相互理解を深めます。

社会体育施設の年次計画に基づ
く改修や整備を行います。

南信濃Ｂ＆Ｇ海洋センターのプー
ルろ過器改修と敷地内の遊具の
更新を行います。また、市民プー
ルの改修とアクアパークのろ過器
補修等を行います。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

平和資料の収集、整理等を通じた
平和学習を推進します。

市内在住の外国籍の方々への支
援を通じて相互理解を深め、人
権・平和の意識向上を目指しま
す。

多文化共生社会推進基本方針・
推進計画に基づき、多文化共生
社会の実現を目指します。

関係団体等と連携し、多文化共生
を推進する事業を実施します。

児童数に応じた屋内運動場を整
備し、学校生活を充実するととも
に、地域住民の社会体育の場とし
ても活用します。

人形劇のまちづくりを推進する新
たな仕組みづくりを進めます。

「いいだ人形劇センター」、「人形
劇のまち飯田運営協議会」の活動
を支援します。
人形劇資料の調査活用を進めま
す。

優れた環境で舞台芸術が鑑賞で
きるよう、文化会館ホールの舞台
照明設備を更新します。

舞台照明設備の更新工事を行い
ます。

市民が日常的にスポーツを楽しめ
る環境を作り、スポーツ人口の拡
大を目指します。併せて、指導者
の養成と資質の向上を図ります。

引き続きスポーツ推進委員、体育
協会等のスポーツ団体と連携した
指導者育成を推進するとともに、
「ニュースポーツ」の普及に努めま
す。

男女共同参画社会の実現を目指
し、男女共同参画の推進に関する
施策を総合的かつ計画的に推進
します。

第５次飯田市男女共同参画計画
を啓発、普及するとともに、引き続
き男女共同参画社会の実現に向
けた取り組みを進めます。

本に親しむきっかけとして、７ヶ月
児相談時に絵本を１冊贈ります。
また２歳児相談時には絵本の読み
きかせを行い、言葉と心を育てる
読書の大切さを伝えます。

引き続き７ヶ月児相談時の絵本プ
レゼントと２歳児相談時に読みきか
せを行います。
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 44,650 文化会館

いいだ人形劇 (23,000)

フェスタ開催事業

11,000 文化会館

オーケストラと友 (11,000)

に音楽祭開催

事業

（７）学習交流活動の推進【施策：28】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

1,507 市公民館

地域の乳幼児 (1,631)

親子学習交流

支援事業

903 市公民館

地域の学齢期 (860)

親子学習交流

支援事業

235 市公民館

地域の人権平和・ (290)

多文化学習交流

支援事業

771 市公民館

地域の芸術文化 (708)

学習交流支援

事業

2,947 市公民館

地域の多様な (3,192)

学習交流支援

事業

948 市公民館

郷土（地区）を (801)

学ぶ活動支援

事業

350 市公民館

地域の健康学習 (455)

交流支援事業

297 市公民館

地域の環境学習 (427)

交流支援事業

3,436 市公民館

市民の学習交流 (4,017)

推進事業

事　　　業　　　名

多彩な演奏会と、子どもから大人
までの音楽愛好家がプロから直接
学べる音楽クリニックを行います。
５周年を記念して市民による第九
演奏会を開催します。

引き続き身近な地域で芸術・文化
活動に触れる機会を提供します。

引き続き身近な地区の歴史や資
源に学ぶ機会を提供します。

事　　　業　　　名

市民と名古屋フィルハーモニー交
響楽団の共同による音楽祭を開
催します。

引き続き各地区で乳幼児学級を
開設し、育児の悩みの解消と母親
同士の交流、仲間づくりを進めま
す。

各地区の特色を生かした多様な
学習交流を支援します。

引き続き各地区の特色を生かした
多様な学習交流の取組みを支援
します。

親同士の交流から悩みが相談で
き、学習を通じて子育ての情報や
知識を得られる活動を支援しま
す。

各地区で学齢期の子を持つ親同
士が交流し、学習を通じて子育て
の情報や知識を得られる活動を支
援します。

「時空を超える」をテーマに、人形
劇を楽しめる多彩な公演や企画を
実施します。
15周年を記念して「アジア人形劇
フェスティバル」を開催します。

市民が人形劇を「みる、演じる、支
える」祭典として開催します。

引き続き学齢期の子育ての課題
に対応した講座等を開催して、地
域から家庭教育の充実を図りま
す。

各地区で芸術・文化を学び体験し
交流を深める活動を支援します。

住民相互の文化の違いや多様性
を理解し、人権・平和の意識を高
める学習や交流を各地区で展開
します。

引き続き人権平和・多文化学習と
交流を深めながら、人権や平和の
意識を育みます。

地区の素材に学び、交流を深める
機会を通じ、住んでいる地区に愛
着を持てる意識を育みます。

飯田市をステージに多様な分野
の学びと交流の機会を提供し、市
民の主体的な学習意欲を育みま
す。

引き続き市全体を対象に歴史や
文化・風土をはじめ、福祉や防災
など多様な分野の学習機会を提
供します。

各地区において、健康をテーマに
した学習と仲間づくりの活動を支
援します。

引き続き健康をテーマにした学習
交流活動を推進します。

地域の身近な自然とのふれあいを
通じ、住民同士の交流を深め、環
境保全や改善に取り組む活動を
支援します。

引き続き各地区の特色ある環境を
生かした学習活動を推進します。
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（８）ふるさと意識の醸成【施策：29】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 1,000 生涯学習・

菱田春草生誕地 (0) スポーツ課

整備活用事業

【新規】 120 市公民館

地域人教育支援 (0)

推進事業

2,669 生涯学習・

地育力向上 (2,451) スポーツ課

連携システム

推進事業

7,343 美術博物館

伊那谷美術展示 (7,266)

公開事業

10,556 美術博物館

伊那谷文化史 (7,958)

資料展示公開

事業

4,025 美術博物館

伊那谷自然史 (8,198)

資料展示公開

事業

13,246 美術博物館

プラネタリウム (14,211)

運営事業

1,475 歴史研究所

歴史研究所教育 (1,581)

事業

地育力向上連携システム推進計
画の後期アクションプログラムに基
づく取組みを関係団体と連携し、
多様な主体との協働によって推進
します。

子どもから大人まで幅広く、天文
や地域の学習のための臨場感溢
れる番組を提供します。また、飯
田市の魅力を伝えるオリジナル番
組を制作します。

特別展「伊那谷の日本画百年」、
コレクション展示「洋画」、第14回
現代の創造展を開催します。

特別展「カミとホトケの交渉史」、企
画展「お金の博物誌」、特別陳列
「遠山森林鉄道」、特別陳列「りん
ご並木60年」を開催します。

美術部門の資料収集の成果を、
展覧会を通して公開します。この
地域の在住者又は出身者で創作
活動を行っている作家たちの作品
を紹介します。

人文部門の資料収集や調査研究
の成果を、展覧会を通して公開し
ます。文化芸術の関心を高め、新
たな知識や感動を与える展覧会を
開催します。

平日は２回、土・日・祝日等の休日
は５回のオリジナル番組等の投影
を行います。

基本設計、実施設計を実施しま
す。また、春草とその偉業につい
ての学習会等を開催します。

大学教授等による学術講座、研究
員が公民館や学校等へ出向く出
前講座を開催します。市民が主体
的に学んでいくゼミナールを継続
して開催します。

企画展「かたつむり百科展」、3.11
東日本大震災の発生から３年目に
当たり、特別陳列「地震と地盤災
害」を開催します。

地育力向上連携システム推進計
画の後期アクションプログラムに基
づき、「ふるさと学習」「体験」「キャ
リア教育」「研究機関ネットワーク」
を重点に取組みを推進します。

地域の自然環境を見つめ直す機
会となるよう、自然部門の資料収
集や調査研究の成果を、展覧会
を通して公開します。

地域の歴史を知り、ふるさとを大切
にする心を育てるため、市民と協
働して様々な学びの機会を提供し
ます。

飯田長姫高校、松本大学、飯田
市の３者で「地域人教育パート
ナーシップ協定」を締結し、公民
館がつなぎ役となって高校生と地
域を結ぶ取組みを展開します。

飯田OIDE長姫高校が発足する
中、引き続き３者で「地域人教育
パートナーシップ協定」に基づき、
次世代の地域の担い手となる人材
育成に取り組みます。

飯田が誇る日本画家、菱田春草
を顕彰し、その偉業を後世に伝え
るため、市民と協働して生誕地を
記念公園として整備します。

事　　　業　　　名
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Ⅲ　安心して健やかに暮らせるまちづくり

（１）心と体の健康づくり【施策：31】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 2,690 保健課

食育推進事業 (2,585)

【拡充】 118,545 保健課

がん検診事業 (102,360)

1,355 保健課

健康づくり家庭 (1,763)

訪問事業

195,325 保健課

予防接種事業 (178,209)

410 保健課

運動による健康 (278)

づくり事業

（２）医療の充実【施策：32】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

48,043 保健課

休日夜間救急 (48,705)

診療所運営費

（３）共に支えあう地域福祉の推進【施策：33】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

3,530 福祉課

地域支え合い (3,520)

活動推進補助

事業

3,634 保健課

健康福祉委員等 (3,708)

活動事業

（４）障害者福祉の推進【施策：34】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 285,983 保健課

障害者医療費 (299,631)

給付事業

特定健診・がん検診の受診率向
上や、生涯現役に向けたきっかけ
づくりのための健康相談など、保
健師による訪問を全市で展開しま
す。

子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワク
チン、小児用肺炎球菌ワクチンを
含め、引き続き全額公費で助成し
ます。

多様な団体と連携して、共食の重
要性を啓発するとともに、第２次飯
田市食育推進計画の周知・実践
に向けた活動を行います。

地域内の近隣の見守り、買い物、
ごみ出し困難の解決に向けた試
行的な取り組みに対して助成を行
います。また、地域福祉力向上の
ための研修会を開催します。

引き続き夜間･休日の急病も受診
できるよう休日夜間急患診療所を
開設します。

健康福祉委員と協働で、地域にお
いて展開する健康課題の解決に
向けた取り組みを支援します。

引き続き健康福祉委員の地域に
おいて展開する活動を支援しま
す。

障害者医療費の自己負担の一部
を福祉医療費として支給します。

保健師が、生活環境が変化する
62歳の方の家庭を訪問し、健診
（検診）の受診を勧めるとともに、
ニーズの把握により保健事業や介
護予防事業を推進します。

地域内の課題を地域の力で解決
する取り組みに対して助成を行
い、地域の支え合いを推進しま
す。

共食する人の増加に向けて、全年
代を対象に食育を考える機会の
提供や啓発活動を行います。ま
た、青壮年期の男性を対象に健
康教室を実施します。

地域との協働により、胃、大腸、乳
房、子宮、肺がんの早期発見のた
め、検診受診率向上の普及啓発
を行います。

新たに胃がんリスク検査、子宮頸
がん検診のHPV併用検査を実施
します。引き続きがん検診の受診
率向上のため普及啓発を行いま
す。

健康づくりのため、生活の中に運
動をとり入れ、実践へとつながる
きっかけづくりをおこないます。

関係団体等と連携し地区の状況
に応じたウォーキングの推進に取
り組みます。また、活動量計を活
用した各種運動講座を開催しま
す。

次代を担う子どもたちを感染症か
ら守るため、法定の予防接種を全
額公費で助成します。

休日夜間急患診療所を運営しま
す。

身体障害者手帳３級該当者の所
得制限を、「所得税非課税者」から
「障害者手当準拠」に緩和します。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 56,176 福祉課

総合支援医療給 (53,247)

付事業

【新規】 205 福祉課

障害者虐待防止 (0)

対策事業

11,593 福祉課

障害者居宅生活 (11,599)

支援事業

804 福祉課

地域リハビリ推進 (699)

事業

23,626 福祉課

障害者の日常 (21,981)

生活支援事業

1,049,784 福祉課

総合支援介護 (1,061,574)

給付事業

412,205 福祉課

総合支援訓練等 (323,722)

給付事業

26,200 福祉課

総合支援補装具 (34,650)

給付事業

20,458 福祉課

地域生活支援 (21,745)

基本事業

24,000 福祉課

障害者日常生活 (21,520)

用具給付事業

95,820 福祉課

地域生活支援 (93,208)

給付事業

事　　　業　　　名

引き続き地域におけるリハビリテー
ションを支援します。

更生医療（18歳以上）に加え、25
年度から地方分権により権限移譲
される育成医療（18歳未満）につ
いても、医療費の自己負担額を軽
減します。

引き続き障害の程度に応じた住宅
改修費の助成や、外出手段が少
ない障害（児）者の方への外出支
援などを行い、在宅の障害（児）者
の日常生活の支援を行います。

機能や目的に応じて整備された
各種サービスの利用の増加に対
し、適切に訓練等給付サービス費
を給付します。

障害の程度に応じて、障害者総合
支援法で規定する介護給付サー
ビス費を給付します。

機能や目的に応じて整備された
各種サービスの利用に対して、適
切に介護給付サービス費を給付し
ます。

引き続き在宅の障害（児）者への
布団丸洗い乾燥サービスや、介護
ができない家族への支援を行いま
す。

在宅の重度障害者等に対し、日
常生活の不便な面を補うための用
具の購入費用の一部を給付しま
す。

引き続き日常生活用具の購入費
用の一部を給付します。

障害者の能力及び適性に応じ、
自立した日常生活又は社会生活
を営むことができるよう支援を行い
ます。

引き続き障害者等が自立した日常
生活又は社会生活を営むことがで
きるよう支援するとともに、精神障
害者等の家族同士の交流やピア
サポート活動への支援します。

引き続き障害者虐待の防止や早
期発見、迅速かつ適切な保護、自
立の支援、適切な養護者に対す
る支援を行います。

在宅の障害（児）者が、衛生的で
快適な生活を営むことができるよう
布団丸洗い乾燥サービスや、一時
的に介護できない家族の支援を
行います。

障害の程度に応じた住宅改修費
の助成や、外出手段が少ない障
害（児）者の方への外出支援など
を行い、在宅の障害（児）者の日
常生活の支援を行います。

障害の程度や適性に応じて、自立
した生活を送るための移動支援な
ど、地域生活支援サービスの給付
費を給付します。

障害者虐待防止センターを設置
し、障害者虐待の防止や早期発
見、迅速かつ適切な保護、自立の
支援、適切な養護者に対する支
援を行います。

障害（児）者の補装具の購入又は
修理の費用の一部を給付します。

引き続き障害（児）者の補装具の
購入又は修理の費用の一部を給
付します。

引き続き障害の程度や適性に応
じて、自立した生活を送るための
移動支援など、地域生活支援
サービスの給付費を給付します。

障害の程度に応じて、障害者総合
支援法で規定する訓練等給付
サービス費を給付します。

障害の軽減・除去及び進行を防ぐ
ための医療費の自己負担額を軽
減します。

障害を早期に発見し、早期の治療
につなげていくために、地域（家
庭・保育園・養護学校・入所通所
施設等）におけるリハビリテーショ
ンを支援します。
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

196,584 福祉課

障害者通所支援 (180,199)

事業

（５）高齢者福祉の推進【施策：35】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 18,000 介護高齢課

成年後見支援 (0)

センター運営

事業

【新規】 54,225 介護高齢課

特別養護老人 (0)

ホーム等建設

補助事業

【新規】 600 介護高齢課

緊急医療情報 (0)

キット配布事業

【拡充】 13,100 介護高齢課

高齢者住宅リフォ (13,100)

ーム助成事業

【拡充】 6,514 介護高齢課

高齢者クラブ育成 (5,999)

支援事業

【拡充】 750 介護高齢課

高齢者の生きがい (501)

と健康づくり推進

事業

21,195 介護高齢課

在宅介護者支援 (20,493)

事業

（６）生活困難者の自立及び支援【施策：36】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

2,588 子育て

ひとり親家庭高等 (3,459) 支援課

技能訓練促進

事業

409,849 子育て

児童扶養手当 (403,201) 支援課

給付事業

農作業を高齢者の皆さん一緒に
行う「農愉快」事業を実施し、生き
がいと健康づくり、仲間づくりを進
めます。

重度要介護者を常時介護してい
る方の負担を軽減するため、支援
金、マッサージ・入浴券等を支給
します。

ひとり親家庭の生活の安定と自立
を助けるため、児童扶養手当を支
給します。

事　　　業　　　名

長期入所80床規模の特別養護老
人ホームの整備を支援します。

独居高齢者に緊急時の連絡先や
医療、薬剤情報等が入る容器を
配布し、緊急時の救急医療に役
立てます。

高齢者や障害者等の権利を擁護
する成年後見支援センターを設置
します。

高齢者が居住する住宅の移動等
の障害を除去するため、住宅リ
フォーム工事費の一部を助成しま
す。

児童発達支援、放課後等デイ
サービスなど通所サービスの給付
費を給付します。

障害児及び発達の遅れが認めら
れる児童が、身近な地域で早期療
育を行う通所サービス費を給付し
ます。

高齢者クラブ連合会を発展的に
組替え、新たに発足した「いいだ
シニアクラブ連絡会」の活動を支
援します。

対象者へ制度の広報を行い、児
童扶養手当の支給を行います。

引き続き介護者の負担を軽減する
取り組みを進めるとともに、各事業
の複合的な利用を促進するため
介護者のニーズ調査を実施しま
す。

ひとり親家庭の母親・父親が就職
しやすくなるよう資格取得を支援し
ます。

高齢者の仲間づくり、生きがいと
健康づくり、友愛活動、知識と経
験を活かした社会活動を行う、い
いだシニアクラブ連絡会を支援し
ます。

ひとり親家庭の自立支援のため、
制度を広報し、啓発を行います。
また、引き続き資格取得を支援し
ます。

社会福祉法人綿半野原積善会に
よる長期入所80床規模の特別養
護老人ホーム建設に係る補助を
行います。

高齢者等の安心・安全を確保する
ため、独居高齢者を対象に救急
医療情報キットを配布します。

定住自立圏の枠組みで、「いいだ
成年後見支援センター」を開設
し、飯田下伊那管内の権利擁護
の取組を支援します。

実施箇所を１か所増やし、２か所
で行います。

平成24年度の実績を踏まえ、対象
を「50歳以上が居住する住宅」とし
ます。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

公営住宅整備 87,177 地域計画課

事業 (188,400)

(二ツ山団地)

57,996 地域計画課

公営住宅整備 (35,340)

事業

(ストック活用)

（７）子どもを産み育てやすい環境の充実【施策：37】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 35,619 子育て

保育料軽減事業 支援課

【新規】 3,820 保健課

未熟児養育医療 (0)

費給付事業

【拡充】 5,500 保健課

不妊治療費助成 (3,600)

事業

4,499 福祉課

結婚支援事業 (3,506)

1,874,835 子育て

児童手当給付 (1,903,525) 支援課

事業

8,967 子育て

養育支援事業 (9,001) 支援課

6,094 子育て

次世代育成支援 (5,034) 支援課

行動計画推進

事業

1,748 子育て

子育て家庭優待 (990) 支援課

パスポート事業

39,266 子育て

地域子育て支援 (33,943) 支援課

拠点事業

25年度は第３期工事６棟24戸が完
成し、第４期工事５棟20戸及び集
会所建設に着手します。

結婚を希望する全ての人が、気軽
に安心して相談できる環境を整備
し、未来のパートナーとの出会い
の機会を創出します。

保育料は国の「保育料徴収基準」
により定められていますが、その一
部を市町村が負担することで子育
て世代の経済的負担の軽減を
図っています。

不妊治療を受けている夫婦の負
担を軽減するため、治療費の一部
を助成します。

地域の協賛事業者が、１８歳未満
の子どもがいる家庭を対象に各種
サービスを提供し、子育ての応援
をします。

事　　　業　　　名

市内に876戸ある公営住宅を計画
的に改修します。また老朽化した
建物については、解体を行いま
す。

二ツ山団地は建物の耐用年数が
過ぎ、老朽化が著しいため、県営
二ツ山団地の移管を受け、平成21
年度から29年度までに35棟140戸
を７工区にわけ整備します。

市内９か所につどいの広場を開設
し、親子の交流、子育て相談、情
報発信などを行ないます。

つどいの広場の子育て支援機能
拡充、新規開設に向けた取り組み
を行います。また、常駐する子育
てアドバイザーの研修を行いま
す。

子育ての経済的負担を軽減する
よう中学校修了までの子どもを扶
養する保護者等に対し児童手当
を支給します。

「子ども・子育て支援事業計画」策
定のため、ニーズ把握調査を行い
ます。

関係機関と協働し、特別な支援が
必要な児童・家庭に、相談･訪問
や育児援助をするとともに、家庭
の事情等により一時的に養育が困
難な家庭への支援を行います。

引き続き関係機関と協働し養育支
援を行うとともに、児童虐待に対応
するための体制づくりへの検討を
進めます。

「みんなで子育て応援サポーター
会議」により、子育て応援モデル
事業の検討や情報の発信を行
い、地域のみんなで支えあう子育
ち子育てを推進します。

子どもの年齢、子どもの人数に応
じて、児童手当の支給を行いま
す。

該当者が利用しやすい制度となる
よう事業を組み立てます。

更なる一括軽減と併せて第３子
20％軽減、第４子70％軽減、第５
子以降無料とし、子どもを産み育
てやすい環境を整備します。

結婚相談員等による結婚相談をき
め細やかに実施します。
事業効果を検討したイベントの開
催や各地区が主催するイベントに
助成を行います。

母子保健法改正に伴い県から権
限委譲された低体重児に関する
届出の受理と未熟児養育医療費
の給付を行います。

協賛店舗の広告宣伝により、パス
ポートカードの利用率を高め、協
賛店舗を拡大します。平成26年4
月のカード更新に向けて、新カー
ドの発行を行います。

長野原団地８棟47戸について、ユ
ニットバスを設置するほか、関連す
る電気・機械設備工事を行いま
す。

通算５年を限度としていた助成回
数の制限を撤廃し、更なる負担の
軽減を行います。

事　　　業　　　名
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

12,000 子育て

こども発達総合 (11,461) 支援課

支援事業

15,063 子育て

私立幼稚園補助 (15,063) 支援課

事業

（８）災害対策の推進【施策：41】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 210,000 危機管理・

消防体制強化 (0) 交通安全

整備事業（無線 対策室

デジタル化）

【新規】 1,000 危機管理・

天竜川上流水防 (0) 交通安全

演習 対策室

【拡充】 365,004 生涯学習・

公民館等耐震化 (174,712) スポーツ課

整備事業

【拡充】 56,878 危機管理・

災害対策備蓄 (27,270) 交通安全

事業 対策室

【拡充】 1,000 危機管理・

中山間地域に (200) 交通安全

おける避難の 対策室

あり方検討事業

1,228,413 庁舎整備

庁舎整備事業 (549,900) 推進室

20,000 学校教育課

松尾第３児童 (3,506)

クラブ耐震改修

事業

50,880 土木課

防災対策避難路 (56,500)

整備事業

67,800 土木課

自然災害防止 (47,800)

事業

消防団の消防ポンプ車等の無線
をデジタル化します。飯田広域消
防が行う消防救急無線デジタル化
工事に併せて、その基地局を活用
した無線交信エリアを拡大します。

第10次消防力整備計画により、消
防団の消防救急無線をデジタル
化し、部隊活動や飯田広域消防と
連携した活動を強化していきま
す。

飯田市地域防災計画に掲載され
ている危険箇所の災害を未然に
防ぎ、安全性を確保するため、法
面保護や護岸整備などを行いま
す。

耐震診断結果等から耐震性が低
いと判断された公民館・自治振興
センターを対象に、計画的な整備
を進めます。

発達が心配な子どもを早期発見・
早期支援するための仕組みづくり
と、一貫した発達支援体制を構築
します。

中山間地域における災害時の避
難について検討を行います。

天竜川の氾濫や土砂災害に備
え、国、県、市町村が一体となって
水防演習を行います。

特別な支援を要する児童を受け
入れるための経費や、幼稚園運営
の健全化にかかる経費を補助しま
す。

災害に備え、防災倉庫の整備と備
蓄資機材の充実を進めます。

事　　　業　　　名

新庁舎建設工事に着手するととも
に、周辺整備工事を進め、安全安
心な、｢まちづくり｣の拠点となる庁
舎を建設します。

千代公民館、下久堅公民館、上
久堅公民館、丸山公民館の実施
設計、建設工事等を行います。

Ｈ24年度までに防災倉庫、非常用
電源、備蓄資機材等の整備を行
いました。引き続き孤立想定集落
や防災倉庫等へ備蓄資機材の整
備を進めます。

増加している特別な支援を要する
児童の受け入れに対し補助を行う
とともに、幼稚園運営の健全化に
かかる経費を補助します。

乳幼児健診の情報を共有し医療
関係者と連携して活用します。ま
た、実践研究園・研究校を選定し
幼保小の連携の仕組みづくりを進
めます。

川路地籍の天竜川河川敷におい
て、水防団（消防団）を中心に水
防演習を行います。

旧松尾児童センターの耐震改修
工事を実施します。

有事の際に市民が安全に避難場
所へ避難することができるように、
避難路の整備を行います。

伊賀良409号線（三尋石）、竜丘
198号線（駄科）、千代15号線（法
全寺）、1-39号母子ケ谷線（鼎）、
1-89号御殿山線（上郷）の整備を
行います。

旧松尾児童センターを耐震改修
し、松尾第３児童クラブを移転しま
す。

新庁舎の建設と現庁舎の耐震改
修により、防災拠点機能の確保
と、市民サービスの充実を図りま
す。

道路危険箇所改修を４路線、河川
危険箇所改修を６か所実施しま
す。

深層崩壊が予想される集落の避
難のあり方について、ワークショッ
プ形式で住民の皆さんと検討しま
す。

事　　　業　　　名
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

51,300 土木課

橋りょう耐震整備 (23,630)

事業

24,750 土木課

河川改修事業 (22,500)

26,000 危機管理・

消防体制強化 (20,900) 交通安全

整備事業（補助） 対策室

51,673 危機管理・

消防体制強化 (42,710) 交通安全

整備事業（単独） 対策室

10,000 危機管理・

消防団詰所整備 (34,000) 交通安全

事業 対策室

16,040 危機管理・

住宅倒壊防止 (16,040) 交通安全

事業 対策室

（９）交通安全の推進【施策：42】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 5,607 危機管理・

通学路安全対策 (0) 交通安全

事業 対策室

【新規】 173,000 土木課

通学路安全対策 (0)

事業

【新規】 3,625 学校教育課

通学路安全対策 (0)

事業

（10）地域安全の推進【施策：43】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

2,791 男女共同

消費生活推進 (2,787) 参画課

事業

事　　　業　　　名

消費生活相談員による相談窓口
の設置、幅広い広報啓発活動や
法に基づく立入検査等実施しま
す。

第10次消防力整備計画により、耐
震性貯水槽の整備を進めます。

飯田市の各小学校区における通
学路について危険と思われる箇所
を点検し危険と判断した箇所の整
備を行い児童等の安全を確保しま
す。

通学路安全対策アクションプログ
ラムに基づき、通学路における子
ども達の安全確保のために道路
標識等を整備します。

第10次消防力整備計画により、消
防ポンプ自動車、小型動力ポンプ
付積載車等を順次更新します。

消防団の詰所拠点施設の整備を
行います。

事　　　業　　　名

Ｓ56年以前に建築された戸建木
造住宅を対象に、耐震診断及び
耐震改修を補助します。

通学路安全対策アクションプログ
ラムに基づき、通学路における子
ども達の安全確保のためのソフト
事業を推進します。

事　　　業　　　名

消費生活に関する啓発・相談や法
に基づく立入検査の実施等で、消
費者保護に取り組みます。

河川改修を５カ所、排水路整備を
12カ所で行います。在来下水対
策については、橋南・橋北地区の
全域で実施します。

長野県及び飯田市の防災計画に
指定されている緊急輸送路に架
かる橋を診断し、必要に応じて耐
震整備を行います。

改修の必要がある河川や排水路
について、緊急性を考慮し整備を
行います。また旧市街地に大火前
からある在来下水の不良箇所を改
修します。

団詰所２カ所の増築、ホース乾燥
塔の整備、老朽化警鐘楼の撤去
を行います。

富田沢橋（下久堅）の橋りょう耐震
補強を実施します。

耐震性防火貯水槽40ｔ槽を４基
（丸山、北方、大瀬木、中村）整備
します。

消防ポンプ自動車１台、小型動力
ポンプ付積載車３台、搬送車２台
を更新します。また、救助資機材
安全管理用品を整備します。

子ども達の通学路における安全確
保に向けたハード面の対策とし
て、グリーンベルト、カラー舗装等
の整備を進めます。

耐震診断100戸、耐震改修20戸に
対して補助します。

通学路への安全啓発用立看板の
設置、足形ストップマークの路面
標示、新小学一年生に対する防
犯ブザー配布を行います。

鼎330号線他67箇所で歩道整備、
防護柵設置、路面表示設置など
を行います。また、通学路道路改
良として2-17号砂払滝の沢線（砂
払町）の整備を行います。
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（11）交通機関と道路の充実【施策：44】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 112,150 土木課

橋りょう長寿命化 (0)

修繕事業

【拡充】 86,279 企画課

市民バス等運行 (88,587)

事業

【拡充】 391,966 土木課

道路補修事業 (357,200)

道路舗装補修

事業

40,895 建設管理課

潰地登記・道路 (27,659)

台帳補正事業

82,862 土木課

道路維持管理 (83,457)

事業

210,000 土木課

道路改良事業 (218,600)

（補助）

150,897 土木課

道路改良事業 (162,316)

（単独）

5,870 土木課

橋りょう補修事業 (6,052)

13,500 土木課

街路管理事業 (13,500)

（12）居住基盤の向上【施策：45】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 30,000 土木課

都市公園長寿命化 (10,000)

修繕事業

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

橋りょう長寿命化修繕計画に基づ
き計画的に修繕の必要な橋りょう
の修繕を行い通行の安全を確保
します。

道路側溝や暗渠の清掃、支障木
草除去、降雪時の路線の除雪や
融雪剤の散布を行い、安全な道
路交通を確保します。

老朽化した橋りょう施設の補修を
行い、安全な交通を確保します。

交通弱者の移動手段の確保、低
炭素なまちづくり等を目的に、路
線バスや乗合タクシーの運行支援
を行います。

バス運賃を見直す実証実験やJR
利用促進のため鼎・伊那八幡駅と
市立病院を結ぶ運行実験に取り
組むなど、地域公共交通の利便
性の向上を図ります。

道路事業等での所有権移転等を
嘱託登記します。また毎年の道路
新設・改良に係る修正及びデータ
作成をし、道路台帳測定基図を作
成します 。

 1/1,000基盤図の整備にあわせ
て、そのデータを基に新たな道路
台帳を作成します。

路面の陥没や破損した側溝・舗装
の不良箇所などを補修し、安全で
円滑な交通を確保します。

市内全域の道路補修と道路舗装
の補修を行います。

市内全域の橋りょうの補修を行い
ます。

都市公園安全安心対策緊急支援
事業として遊具等の修繕を７公園
で行います。

松尾188号線（松尾代田）
1-51号祝沢線（松尾代田）
の改良、
1-11号文化会館線（高羽町）
の舗装改良を行います。

橋りょうの修繕工事実施設計を15
箇所、長寿命化修繕を４箇所行い
ます。また、橋りょうのデータベー
ス作成を行います。

市内全域で適正な道路の維持管
理を行うとともに、指定路線におい
て除融雪業務を行い通行の安全
の確保を図ります。

幹線道路の拡幅改良や交差点改
良、歩道設置などを行い歩行者や
通行車両が安全で、便利に通行
できる道路整備を進めます。

公園施設長寿命化修繕計画に基
づき計画的に遊具等を改修し、市
民が安心して集える公園整備を進
めます。

街路灯、街路樹の維持管理を行
い安全で住みよいまちづくりを目
指します。

幹線道路や生活道路の改良を行
い、便利で安全に移動できるよう
整備を進めます。

市内全域の幹線道路や生活関連
道路の改良を行います。

市内の都市計画街路における街
路樹の剪定、病害虫防除や街路
灯管理等を行います。
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

6,108 土木課

河川維持補修 (6,108)

事業

26,000 水道業務課

下水道事業経営 (5,000)

基盤向上事業

14,059 土木課

公園整備事業 (14,450)

（単独）

52,813 土木課

都市公園等維持 (52,813)

管理事業

飯田子どもの森 27,300 土木課

公園管理運営 (27,300)

事業

事　　　業　　　名

市民の憩いの場であり子どもたち
の遊び場でもある公園を、楽しく
安全に利用できるように維持管理
します。

引き続き都市公園、児童遊園など
の維持管理を行います。

手づくり公園を２カ所設置し、児童
遊園、農村公園等の改修を20カ
所行います。

下水道事業は、「建設の時代」か
ら「維持の時代」を迎え、経営管理
に適した地方公営企業法の適用
準備を進めます。

H28年度適用を目標に、下水道施
設の資産調査、評価を行います。

体験学習や科学実験教室などの
市民活動の支援を行います。

河川施設の維持補修を行い、漏
水や護岸の決壊を未然に防止し、
市民の安全を確保します。

市内全域で河川施設維持補修を
行います。

児童遊園、農村公園等の公園改
修を行います。また、手づくり広場
等設置補助金を支出します。

飯田子どもの森公園の施設の管
理を指定管理者に委託します。こ
れにより市民が楽しく安全に公園
を利用することができます。
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Ⅳ　自然・環境と調和した「低炭素社会・飯田」づくり 

（１）緑の保全と創出【施策：51】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

5,000 林務課

森林づくり推進 (5,000)

支援事業

（２）環境汚染の防止【施策：53】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 1,356 環境課

地下水水質管理 (375)

事業

4,950 環境課

環境汚染測定 (4,255)

事業

（３）自然とのふれあいと環境学習の推進【施策：54】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

10,165 林務課

野底山森林公園 (10,190)

の維持管理

（４）日常的な環境負荷低減活動の展開【施策：55】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

2,379 地球温暖

エコライフ普及 (2,906) 化対策課

啓発事業

（５）廃棄物の減量と適正処理【施策：56】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 2,665 環境課

生ごみ処理機器 (2,953)

購入費補助事業

（６）社会の低炭素化の推進【施策：57】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 46,254 地球温暖

新エネルギー (5,489) 化対策課

推進リーディング

事業

16,483 危機管理・

防犯灯LED化 (17,351) 交通安全

事業 対策室

県の森林づくり県民税を活用し、
地域固有の課題に対応した森林
整備を支援します。

地域と協働し、里山の整備に取り
組みます。

事　　　業　　　名

指定管理者制度の導入のため
に、関係者と協議し、四季を通じ
て憩い、学び、癒される公園をめ
ざします。

専門機関と、地下水モニタリング
調査を行い、その結果を公表しま
す。

りんご並木のエコハウスを拠点とし
て低炭素化のＰＲ・相談業務を行う
とともに、温暖化防止対策協議会
参加団体の取り組みを支援しま
す。

引き続き騒音、悪臭の定点観測を
行い、結果を環境レポートに公表
するとともに、中央道の騒音測定
を行います。

生ごみ処理機器の購入費の一部
補助を行い、家庭から排出される
生ごみの減量を進めます。

公園内の管理事務所を窓口に、
市民の皆さんの交流や学習の場と
しての利活用について検討してい
きます。

騒音、悪臭を定点観測し、結果を
環境レポートに公表するとともに、
自動車騒音測定を実施し騒音レ
ベルの面的な評価を行います。

過去に補助を受けたが、現在は機
器を使用していない世帯に対し、
２回目の補助を行うことにより使用
の再開を促し、更なる生ごみの減
量を進めます。

市内の蛍光灯式防犯灯をLED防
犯灯に付け替え、省資源・省エネ
の推進をします。

市内470灯の防犯灯をＬＥＤ化しま
す。

地域住民主体の事業を支援する
機関を設置するとともに、初期投
資資金貸付、事業化を促進しま
す。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

市民・ＮＰＯ等の多様な主体との
連携により温暖化防止活動の実
施と支援を行います。

事　　　業　　　名

再生可能エネルギーによる持続
可能な地域づくりのため、地域が
主体となった新エネルギー関連事
業を支援するとともに、環境先進
都市間の政策交流を進めます。

水資源の保全のため、地下水等
の水質と水量を計測し、水環境の
保全と今後の施策立案の基礎資
料とします。
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

44,295 地球温暖

おひさまのエネル (49,269) 化対策課

ギー利用推進

事業

6,977 地球温暖

森のエネルギー (10,657) 化対策課

利用推進事業

5,403 地球温暖

環境にやさしい交 (4,302) 化対策課

通社会形成事業

低炭素な乗り物への転換を促すた
め、自転車市民共同利用システ
ム、電気自動車、バイオ燃料車両
の普及啓発と実証研究を行いま
す。

自転車市民共同利用システムの
安定的な運営を行うとともに、電気
自動車の事業所向け貸し出し等
による低炭素車両への転換を啓
発します。

地球温暖化防止のため、全国でも
有数の日照時間を誇る太陽エネ
ルギーの利活用を支援します。

太陽光発電、初期投資０円太陽
光発電設置事業、太陽熱温水器
の導入を助成します。また、メガ
ソーラーいいだの管理・ＰＲによる
太陽光発電の利用を促進します

公共施設へのペレットストーブ設
置、住宅用ペレットストーブ、薪ス
トーブの設置費用を補助します。
また、中山間地域の森林資源を通
じた地域間交流を支援します。

引き続き公共施設へペレットストー
ブを設置し、機器設置費用を補助
するとともに、森林資源を通じた地
域間交流を支援します。

事　　　業　　　名
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Ⅴ　多様性に富んだ暮らしと文化を次世代に継承する地域づくり

（１）地域資源の発見・資産化【施策：61】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

5,000 生涯学習・

恒川・高岡遺跡 (5,005) スポーツ課

群調査活用事業

20,904 歴史研究所

歴史研究所調査 (27,421)

研究事業

1,997 歴史研究所

市誌編さん事業 (14,562)

（２）地域資産の保存・継承【施策：63】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

54,025 生涯学習・

旧飯田測候所 (59,929) スポーツ課

整備活用事業

2,400 生涯学習・

飯田古墳群保護 (2,405) スポーツ課

活用事業

（３）地域情報・課題の相互理解の推進【施策：71】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

70,815 地域づくり・

集会施設整備 (6,263) 庶務課

補助事業

自治活動組織 1,200 地域づくり・

加入促進 (1,200) 庶務課

支援事業

（４）自立に向けた住民組織力の向上【施策：72】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

100,000 地域づくり・

パワーアップ地域 (100,000) 庶務課

交付金事業

旧飯田測候所建物の耐震補強、
内外装、塔屋、トイレ等の改修と、
東栄公園一帯の整備を進めます。

上山公民館、下山区民会館、
柿野沢南集会所、松川町集会
所、新井コミュニティ消防センター
の整備を補助します。

自治組織が設置する集会施設の
新築、増改築を補助します。

当地域が馬の生産等を通じ中央
政権と強いつながりを持っていた
ことを示す飯田古墳群について、
内容を明らかにするための調査を
進めます。

古墳群を構成する古墳について、
周溝範囲や石室形態を明らかに
する範囲確認調査を行います。ま
た、史跡指定に向けた取組みを進
めます。

国登録有形文化財旧飯田測候所
の庁舎・敷地を、貴重な歴史的･
文化的資産として、また中心市街
地の魅力を高める重要な地域資
産として整備・保存・活用します。

郡衙の中心部分を明らかにするた
め範囲確認調査を実施します。ま
た、学習会等を通じ市民の皆さん
の理解を深め、史跡指定に取り組
みます。

地域資源である歴史資料の調査・
研究を研究機関・研究者・市民と
協働し進めます。

地域に残る歴史資料を貴重な地
域の財産として、整理・解明・保存
を実施します。

リーフレット作成やコーディネー
ター設置を支援し、自治活動組織
への加入を促進します。

引き続きまちづくり委員会と協働し
て行う取り組みを支援し、組合加
入を促進します。

市内20地区の「まちづくり委員会」
が行う個性と魅力ある地域づくりを
支援します。

各地区の特徴に応じたまちづくり
活動に交付金を交付し、自治組織
の事業を育成・支援します。

古代史上重要な役割を果たした
古代伊那郡衙について、恒川遺
跡群を調査し、その内容や果たし
た役割を明らかにするとともに、保
存のための取組みを行います。

幕末から明治初期の土地利用を
記録した「信濃国伊那郡上飯田村
田畑山林地引絵図」に、現在の土
地利用状況を対応させた写真と説
明を加えた絵図を刊行します。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

調査研究活動の成果を集約公開
し、身近な地域の歴史・文化を市
誌として編さんします。
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（５）交流による高付加価値化・国際化の推進【施策：81】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 25,364 リニア推進

リニア推進事業 (16,119) 対策室

26,000 リニア推進

リニア調査事業 (30,000) 対策室

リニア中央新幹線 300,000 リニア推進

飯田駅整備推進 (300,000) 対策室

基金積立金

大学とのネット 4,254 企画課

ワーク構築事業 (5,990)

3,901 文化会館

人形劇のまち (9,575)

国際化推進事業

（６）三遠南信・中京圏の連携推進【施策：82】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

三遠南信地域 202 企画課

交流推進事業 (217)

（７）計画的な空間利用の推進【施策：83】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 500 地域計画課

空き家対策事業 (0)

土地利用計画 7,726 地域計画課

推進事業 (8,106)

（８）活気ある街づくりの推進【施策：84】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 1,000 商業・

飯田駅前等駐車 (0) 市街地

場整備計画調査 活性課

事業

中心市街地の機能集積、充実に
取り組むため、駐車場整備に関す
る調査を行います。

SENAの「新・連携組織」への移行
や広域連合設置の検討等、圏域
全体の連携・融合について検討を
進め、三遠南信サミット2013in南
信州で、方向性を公表します。

大学連携会議「学輪IIDA」などで
様々な大学との連携、協働の取組
を進め、人材育成や地域振興を
目的とした飯田市版インター大学
の構築を目指します。

南信州・飯田フィールドスタディ等
を通じて、多くの大学と関係を構
築します。また、学輪IIDA会議や
プロジェクト活動を通じて、モデル
的な研究や取組を推進します。

本年秋以降に公表される環境影
響評価準備書の中でリニアのルー
トと駅位置が明らかになる予定で
あり、リニア推進ロードマップに基
づいた地域づくりを進めます。

リニア中央新幹線の開業を見据え
た社会基盤整備に関する調査事
業に取り組みます。

国・県と連携して交通体系、土地
利用に関する調査を実施します。

老朽化し危険な空き家の把握の
ため、老朽度と安全性の現況調査
を行い、適正管理に向けた対策を
講じていきます。

市内にある空き家について、活用
と危険化の防止、危険状態の解
消を図り、適正管理及び良好な土
地利用の推進に向けた取り組みを
進めます。

「リニア将来ビジョン」の具現化に
向け気運の醸成を高めつつ、地
域づくりを推進するとともに、中央
新幹線の早期実現に向けた取り
組みを進めます。

リニア中央新幹線飯田駅の開業を
見据え、必要な社会基盤整備の
ための資金を積み立てます。

リニア中央新幹線の早期開業と開
業を見据えた持続可能な地域づく
りに必要な社会基盤整備のため、
引き続き必要な資金を積み立てま
す。

土地利用基本方針・地域土地利
用方針に基づき都市計画道路・用
途地域の見直し等の都市計画決
定を行い、計画的な土地利用を推
進します。

土地利用基本方針の全体方針の
変更を行うとともに、必要に応じて
各地区土地利用計画等の検討を
支援します。

世界の国々や人形劇団との連携
を深めながら、「人形劇のまち飯
田」の魅力を世界に発信します。

AVIAMA総会に参加します。ま
た、友好都市を締結している（仏）
シャルルヴィル・メジエール市との
友好関係を深めます。

三遠南信地域連携ビジョン推進会
議（SENA）を中心にして、三遠南
信地域の連携強化に向けた検討
を進めます。また、三遠南信自動
車道の早期実現に取り組みます。

飯田駅周辺等の駐車場整備のた
め、交通事情や土地利用の状況
などを調査します。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名
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事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

177,800 土木課

飯田144号線 (152,300)

整備事業

1,350 商業・

中心市街地活性 (1,350) 市街地

化協会運営事業 活性課

3,256 商業・

中心市街地活性 (6,270) 市街地

化基本計画策定 活性課

事業

2,195 商業・

りんご並木活性 (2,208) 市街地

化事業 活性課

3,300 商業・

電気小型バス (0) 市街地

実証運行事業 活性課

10,000 土木課

中心市街地道路 (196,300)

整備事業

45,255 土木課

動物園管理運営 (45,255)

事業

4,000 土木課

りんご並木管理 (4,000)

事業

（９）中山間地域振興の推進【施策：85】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 7,620 上村・

過疎地域定住 (5,700) 南信濃

促進事業 自治振興

センター

2,570 農業課

中山間地域振興 (12,439)

プロジェクト事業

2,100 地域づくり・

中山間地域振興 (2,100) 庶務課

支援事業

空き店舗を再生・活用する事業や
丘のまちフェスティバルなどの賑
わいづくり事業を支援します。

事　　　業　　　名

市街地を気軽に回遊できて、環境
にも優しい電気小型バスを運行
し、ＪＲ飯田駅、美術博物館、りん
ご並木、動物園などの施設を巡回
します。

電気小型バス（丘のまちプチバス
プッチー）の中心市街地内を循環
する実証運行を行います。

引き続き各まちづくり委員会が取り
組む、地域の特色を活かした自発
的な事業等を支援します。

若者の定住を地域で喜び合う仕
組みや遠距離通学者の支援、高
齢者の生きがい対策に集落維持
対策を加え、集落や個人を支える
事業を支援します。

中山間地域の農業･農村の課題
解決に向けた取り組みを支援しま
す。

下栗地区を重点対象地域とし、中
山間地域振興のモデルとなる取り
組みを支援します。

中心市街地の歩道・車道・側溝を
機能的で誰もが使いやすく、景観
にも配慮した整備を行い、中心市
街地のアクセス向上と活性化を図
ります。

文化会館線の舗装工事を行いま
す。

市役所新庁舎へのアクセス向上、
通過車両や歩行者の安全性、利
便性確保のため、飯田144号線の
整備を行います。

新庁舎建設工事の進捗状況と調
整を図りながら、仮供用の開始と
王竜寺川橋りょう部の整備を行い
ます。

動物園の魅力を来園者に伝えると
ともに、活気あるまちづくりに貢献
します。

動物とのふれあいや体験学習など
のイベントを行い、多くの人が集ま
り、ふれあい、楽しめる動物園の
運営に努めます。

現行の中心市街地活性化基本計
画を総括し、次期計画（26～30年
度）を策定します。

中心市街地を継続的に活性化さ
せるため、現行計画の総括を行
い、次期計画へつなげます。

歩行者天国などを多様な主体と協
働して実施することにより中心市
街地の賑わいを創出します。

りんご並木における歩行者天国
（車両通行規制）を４月から11月の
間、月１回のペースで行い、中心
市街地の賑わい創出に取り組み
ます。

空き店舗活用や賑わいづくり事業
に取り組む中心市街地活性化協
会を支援します。

りんご並木の景観の保全や、そこ
を訪れる人々の憩いの場となるよ
う、りんご並木の維持修繕と管理を
行います。

引き続きりんご並木の芝生、樹
木、街路灯、御用水路等の維持
管理を行います。

過疎地域の課題を踏まえ、上村・
南信濃まちづくり委員会が主体的
に取り組む定住促進に必要な事
業活動を支援します。

中山間地域７地区のまちづくり委
員会が取り組む地域振興の事業
を支援します。

事　　　業　　　名

36



事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

2,500 地域づくり・

中山間地域定住 (2,500) 庶務課

支援事業

96,000 地域計画課

地域振興住宅 (96,000)

整備事業

道整備交付金 51,100 土木課

事業 (115,000)

（補助）

20,300 土木課

辺地対策道路 (40,700)

改良事業

（10）市民参画による協働の促進【施策：91】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 9,000 地域づくり・

ムトス飯田支援 (7,000) 庶務課

事業

44,774 選挙管理

市議会議員選挙 (2,507) 委員会

事務局

（11）情報共有の促進【施策：92】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【拡充】 7,320 秘書課

インターネット (5,058)

情報発信

管理運営事業

35,332 秘書課

広報番組制作 (37,991)

放送事業

（12）良質な行政サービスの提供【施策：93】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

26,021 人事課

職員研修事業 (20,743)

事　　　業　　　名

上村１号線（しらびそ）
上村４号線（程野山）
上村150号線（下栗）
の整備を行います。

ムトス飯田推進委員会を通じたま
ちづくり・地域づくり団体支援を拡
充します。一般社団法人ムトス飯
田市民ファンドを通じ、NPO法人
に融資します。

地域再生計画に基づき地域の活
性化や観光地へのアクセス向上を
図ります。

辺地総合計画に基づき、辺地地
域内の、狭く曲がった市道を通行
しやすく整備します。

千代59号線（毛呂窪）
の整備を行います。

平成25年10月に新公式ウェブサイ
ト（CMS）公開する予定です。

中山間地域に新たに６戸を建設、
２戸の改修を行います。

下久堅、上久堅、千代、龍江、三
穂地域のまちづくり委員会が取り
組む定住促進活動を支援します。

引き続き５地区のまちづくり委員会
が取り組む、定住促進活動を支援
します。

中山間地域のコミュニティの活性
化や伝統・文化の継承など、地域
の維持を目的に、各地区まちづく
り委員会と協同して地域振興住宅
を整備します。

任期満了に伴う飯田市議会議員
一般選挙を執行します。

市議会議員選挙が滞りなく実施で
きるよう、選挙の準備及び適正な
執行管理を行います。

市政に関する情報を、映像や音
声を使って発信します。

ケーブルテレビやコミュニティFM、
安心ほっとラインを活用して情報
発信を行います。

法制執務、政策立案能力の形成
に向け、各種研修を実施し急速な
環境変化に対応できる職員を育
成します。

職員の能力や職位段階に応じた
法制執務研修や階層別研修、環
境政策関連事業の人事交流を行
います。

事　　　業　　　名

市民との情報共有促進のため、公
式ウェブサイトのリニューアルを行
い、スマートフォンなど新媒体への
対応や分散している市関連のウェ
ブサイトの統合化を図ります。

ムトス飯田推進委員会を通じ、ま
ちづくり・地域づくり団体を支援し
ます。一般社団法人ムトス飯田市
民ファンドと連携し、NPO法人に
融資します。

事　　　業　　　名

事　　　業　　　名
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（13）効率的、効果的な行財政運営【施策：94】 単位：千円

事業の概要 25年度の展開 予 算 額 担当課

【新規】 1,500 税務課

ご当地ナンバー (0)

プレート作成事業

事　　　業　　　名

リニア中央新幹線及び三遠南信
自動車道の開通を控え、地域の
一体感を高めると共に郷土への愛
着を深め飯田市の地域振興に役
立てます。

原動機付自転車（50ｃｃ）オリジナ
ルナンバープレートを製作し交付
します。
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 地域経済活性化プログラム　2013　～リニア・三遠南信自動車道の時代に向けて～

分野    事業展開 主な事業の予算額　25億4,257万円　 【単位：万円】

ビジネスネットワーク支援・受発注開拓事業 252

技術交流促進事業 350

ものづくり製品開発等支援事業 410

新産業クラスター事業 546

技術交流促進事業 350

ビジネスネットワーク支援・受発注開拓事業 252

三遠南信連携推進事業 139

航空宇宙産業クラスター拠点整備事業 5,528

企業誘致推進事業 305

企業立地促進事業 8,001

産業活性化懇話会開催事業 63

エコバレープロジェクト推進事業 79

飯田産業技術大学事業 270

ものづくり高度人材育成事業 300

次世代を担う産業人材育成事業 60

地場産業等振興事業 4,320

環境技術開発センター運営事業 742

三遠南信連携推進事業 139

ビジネスネットワーク支援・受発注開拓事業 252

技術交流促進事業 350

地域産品ブランド化事業 330

地場産業等振興事業 4,320

果樹・野菜等振興事業 809

畜産振興事業 302

農業生産施設整備支援事業 42

市田柿生産体制強化支援事業 638

市田柿ブランド推進プロジェクト事業 240

ツーリズム連携による地域農産物ファン創出事業 18

農業新分野創出人材育成事業 100

農業新分野創出人材育成事業 100

ツーリズム連携による地域農産物ファン創出事業 18

市田柿ブランド推進プロジェクト事業 240

南信州牛ブランド推進事業 101

域産域消事業者活動支援事業 30

豆・そばによる遊休農地活用事業 86

農業新分野創出人材育成事業 100

新規就農者支援事業 4,580

食農教育推進事業 30

農業担い手誘致事業 76

あぐりチャレンジ農業資金融資事業 2,000

耕作放棄地対策事業 40

豆・そばによる遊休農地活用事業 86

中山間地域振興プロジェクト事業 257

中山間地域等直接支払事業 4,478

農作物被害対策事業 3,638

集約化支援対策事業 189

林道舗装事業 1,198

林道改良事業 613

森林造成事業 502

間伐促進対策事業 666

森林整備地域活動支援事業 1,775

　地域経済活性化プログラム2013では、リニア・三遠南信自動車道が開通する将来を見据え、事業者、経済団体、金融
機関ほか多くの皆さんとともに、将来を見据えた地域産業像を具体的なイメージとしてデザインし、その実現に向けた取
り組みをさらに進めていきます。ここでは、重点プロジェクトを構成する主な事業の予算額を、業種別に紹介します。

製

造

業

農

業

林

業

・森林整備の推進及び
 CO2の森林吸収源対策
・地域産材や間伐材の
 利用の推進

・農業と他産業との連携
 によるチャレンジ

・農業生産の基盤強化

・新産業創出支援

・パラダイムシフトと震災
 影響への 対応

・農業担い手の発掘、
 誘致、育成

平成25年度当初予算
資料

・技術力、開発力の強化

・マーケティング機能の
 強化

・「農村」の活力向上
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地域材利用普及啓発事業 14

飯田の木で家を建てるプロジェクト事業 202

みんなで支える里山整備事業 228

森林づくり推進支援金事業 500

みどりの景観整備事業 326

森林公園維持管理事業 1,017

天龍峡活性化事業 13,627

まちなか誘客促進事業 82

エコツーリズム推進事業 128

体験型観光推進事業 94

遠山郷観光戦略プロジェクト事業 1,900

観光振興一般事務 407

天龍峡活性化事業 13,627

観光誘客宣伝事業 534

まちなか誘客促進事業 82

エコツーリズム推進事業 128

体験型観光推進事業 94

観光誘客宣伝事業 534

観光まつり振興事業 1,191

天龍峡活性化事業 13,627

観光施設管理事業 1,527

地域観光団体等支援事業 38

まちなか誘客促進事業 82

名桜鑑賞誘客事業 146

遠山郷観光戦略プロジェクト事業 1,900

海外誘客促進事業 29

観光誘客宣伝事業 534

観光誘客宣伝事業 534

飯田観光協会運営事業 2,197

商業振興推進事務 93

商業活性化支援事業 302

商業経営支援事業 62

中小企業金融対策事業 164,040

中小企業経営安定支援事業 25

金融対策推進事業 169

起業家育成支援事業 139

地域金融人材育成事業 12

雇用対策事業 1,321

技能技術伝承事業 291

人材誘導事業 383

飯田勤労者共済会支援事業 1,137

勤労者協調融資事業 17,000

勤労者支援事業 994

林

業

雇

用

･

人

材

観

光

金

融

商

業

・飯田型ツーリズムの
 推進

・商工団体による商業
 振興支援
・地域課題に対応した
 事業展開

・雇用対策、人材ﾏｯﾁﾝｸﾞの
強化、技術技能の伝承

・金融機関等の連携
 強化、企業支援、
 金融･起業･再生の支援

・情報発信力の強化

・「おもてなし」の向上と
 観光拠点の活性化

・地域連携による観光誘客

・多様な産業が連携した
 取り組み

・UIﾀｰﾝ促進ｼｽﾃﾑの強化

・勤労者福利厚生の充実

・新高速交通網時代を
 見据えた観光振興
 ビジョンと観光戦略
 の策定

・森林整備の推進及び
 CO2の森林吸収源対策
・地域産材や間伐材の
 利用の推進
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５つの基本方針における人材育成・人材活用

平成25年度当初予算資料

～人材を育成・活用して進める21　　　　

　 経済自立度を高める多様な産業施策の推進　　7,619万円

地域産業の持つ強みを活かし、これを担う人材の強化、人材・事業者の誘導をさらに進めます。

　支え、育む産業基盤づくり　821万円
　　ジョブカフェいいだ相談員の設置　（232万円）
  　若者に対する就職支援セミナー・講演会　（11万円）
　　首都圏などでの就職相談会　（43万円）
　　技能五輪出場者の激励　（５万円）
　　インキュベーションマネージャーの設置・研修　（530万円）

　未来を見据えた地域産業の魅力、強み、人材の強化　1,366万円
　　技能褒章、若手技能者・技術者表彰　（37万円）
　　職業訓練校運営補助　（255万円）、市田柿生産技術支援　（14万円）
　　天龍峡ご案内人の育成・研修　（430万円）
　　次世代を担う産業人材育成（産業出前講座、子ども科学教室）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（60万円）
　　飯田産業技術大学（大学・支援機関等と連携した講座の開催）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（270万円）
　　ものづくり高度人材育成（ものづくり大学院飯田コースの運営）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（300万円）

　新しい力による新しい産業づくり　5,432万円
　　人材誘導（就職面接・合同企業セミナー開催、キャリアデザイン室の運営）　（383万円）
　◎農業新分野創出人材育成　（100万円）、◎新規就農支援　（4,580万円）
　　飯田あぐり女学院開催　（37万円）、農業の担い手誘致　（76万円）
　　次世代地域農業の担い手育成（食農教育推進）　（30万円）
　　起業支援（実践講座開催ほか）　（201万円）
　　地域金融人材の育成（研修会の開催）　（12万円）
　　語り部の育成（まちなか誘客）　（13万円）

　
　

啓発活動を通じて環境モデル都市を支える人材育成を推
進します。

　自然・環境と調和した
　「低炭素社会・飯田」づくり　　　　5,716万円

　自然のふれあいと環境学習の推進　1,036万円
　　環境学習の推進　（135万円）
　　みどりの少年団活動　（30万円）
　　かわらんべを利用した総合学習　（838万円）
　 エコライフコーディネータによる意識啓発　（33万円）

　日常的な環境負荷低減活動の展開　　５万円
　　環境マネジメント審査員補資格継続

　廃棄物の減量と適正処理　25万円
　　小学生の環境に関するポスターコンクール

　社会の低炭素化の推進　4,650万円
　◎地域主体の再生可能エネルギービジネス支援　（4,586万円）
　　都市間交流環境学習の支援　（28万円）
　　TASKIプロジェクト、環境首都創造ネットワーク参画　（36万円）

　

学び合い育ち合いで、豊か　 　　
（共育）　　　　　　　　　　　　　 　 　〔

多様な文化や価値観を認め　　　
担う人づくり（共生）　　 　　　　　 　〔

　知・徳・体のバランスのとれ　　　
　人づくり（自立）　   　　　　　　　　〔

地育力によるこころ　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育振興基本計画による３項目
推進するとともに、地域ぐるみの

携システム推進計画」を活用して
いきます。

41



主な事業の予算額　14億7,567万円

◎：新規、拡充事業

　　　　世紀型戦略的地域づくり～

　
　

安心して健やかに暮らせるまちづくり　　4,737万円

「市民総健康」「生涯現役」を掲げる地域健康ケア計画推進のための多様な主体の関わりと、安全な
まちづくりのための地域人材育成を推進します。

　心と体の健康づくり　561万円
　　飯田市食育推進計画の推進　（205万円）
　　健康福祉委員学習会等活動の支援　（356万円）

　共に支えあう地域福祉の推進　2,099万円
  ◎シニアクラブ（旧高齢者クラブ）活動の推進　（651万円）
 　ボランティアの育成、活動の推進（福祉教育推進、地域支え合い活動ほか）　（715万円）
     支援を必要とする人と支援活動を行う人との結びつけ（ファミリーサポートほか）　（733万円）

　高齢者福祉の推進　470万円
　　認知症地域支援推進員の配置、認知症ケア研修の開催

　子どもを産み育てやすい環境の充実　1,529万円
　　結婚支援アドバイザーの設置　（351万円）
　　「発達支援プログラム」実施のための専門的技能の研修　（1,178万円）

　災害対策の推進　18万円
　　災害救援ボランティアコーディネータの養成

　交通安全の推進　60万円
　　交通少年団の育成

　
　

付加価値を生み出す人的ネットワークの構築と、多様な暮らし
と文化に富んだ地域づくりを担う人材育成を推進します。

　　多様性に富んだ暮らしと文化を
　　次世代に継承する地域づくり　　4,640万円

　交流による高付加価値化・国際化の推進　1,138万円
　　大学とのネットワークの構築（学輪ＩＩＤＡ）　（425万円）
　◎リニア将来ビジョンの具現化に向けた取組み（ブランディング事業、シンポジウム、
　　　リレー講座の開催ほか）　（690万円）
　◎リニア関連施設への視察　（23万円）
  　人形劇のまち国際化の推進　（再掲）

　市民参画による協働の推進　900万円
　◎ムトス飯田支援事業

　良質な行政サービスの提供　2,602万円
　　　職員の資質の向上（職員研修、環境政策関連事業の人事交流）

　 　　な人生を拓く人づくり
）　　　　　　　　　　　　　 　 　〔５億5,577万円〕

め　　　合い、共に生きる社会を
）　　 　　　　　 　〔２億1,083万円〕

　　　た生きる力を育む
）　   　　　　　　　　〔４億8,195万円〕

によるこころ　　　豊かな人づくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12億4,855万円

の基本目標に基づいた取組みを
教育を推進する「地育力向上連
飯田市教育の質的向上を図って
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事

業
ほ

か

　
・

飯
田

下
伊

那
地

方
の

調
査

研
究

　
（
1
,7

9
2
万

円
）

　
２

　
文

化
力

を
高

め
る

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
9
,5

2
3
万

円
）

　
◎

人
形

劇
セ

ン
タ

ー
構

想
の

実
現

　
（
6
7
0
万

円
）

　
・

人
形

劇
の

ま
ち

国
際

化
の

推
進

　
（
3
9
0
万

円
）

　
・

人
形

美
術

館
の

管
理

・
運

営
　

（
4
,8

0
6
万

円
）

　
・

人
形

劇
を

活
用

し
た

情
操

教
育

の
推

進
　

（
再

掲
）

　
・

実
行

委
員

会
方

式
に

よ
る

文
化

事
業

の
展

開
　

（
再

掲
）

　
・

美
術

博
物

館
の

展
示

公
開

　
（
2
,3

3
2
万

円
）

　
・

プ
ラ

ネ
タ

リ
ウ

ム
の

運
営

　
（
1
,3

2
5
万

円
）

　
・

研
究

機
関

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
と

学
輪

ＩＩ
Ｄ

Ａ
と

の
連

携
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
ゼ

ロ
予

算
）

　
３

　
人

権
尊

重
と

認
め

合
い

の
意

識
を

高
め

る
　

　
　

　
（
5
2
0
万

円
）

　
・

多
文

化
共

生
へ

の
取

り
組

み
　

（
4
1
8
万

円
）

　
◎

平
和

学
習

の
推

進
　

（
1
7
万

円
）

　
・

人
権

尊
重

、
啓

発
の

推
進

　
（
4
1
万

円
）

　
・

人
権

教
育

の
推

進
　

 （
4
4
万

円
）

◎
：
新

規
、

拡
充

事
業
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地
域
健

康
ケ

ア
計

画
2
0
1
3

～
「

市
民

総
健

康
」

と
「

生
涯

現
役

」
を

め
ざ

し
て

～

◎
：
新
規
、
拡
充
事
業

　
「
地
域
健
康
ケ
ア
計
画
」
を
保
健
・
福
祉
の
総
合
的
な
計
画
と
位
置
づ
け
、
め
ざ
す
健
康
福
祉
像
に
向

け
て
、
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
や
家
族
・
地
域
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で
、
活
き
活
き
と

光
り
輝
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
次
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
ま
す
。

主
な
事
業
の
予
算
額
　
６
億
9
,9
2
9
万
円

健
康
づ
く
り
家
庭
訪
問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
,9
6
5
万
円

歩
こ
う
動
こ
う
運
動
で
健
康
づ
く
り
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
1
,2
0
5
万
円

子
ど
も
の
健
や
か
な
発
達
へ
の
支
援
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
2
9
0
万
円

と
も
に
未
来
を
支
え
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
づ
く
り
　
　
　
　
　
　
4
5
0
万
円

高
齢
に
な
っ
て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
　
　
　
　
　
　
１
億
9
,1
1
9
万
円

た
め
の
支
援

家
族
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
「
が
ん
」
対
策
　
　
　
　
　
　
　
１
億
1
,8
5
5
万
円

食
育
の
推
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
4
5
万
円

　
共
食
を
す
る
人
の
増

加
に
向
け
て
、
全
て
の

年
代
を
対
象
に
食
育

を
考
え
る
機
会
の
提

供
や
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

・
子
ど
も
発
達
総
合
支
援
事
業
（
1
,2
0
0
万
円
）

・
乳
幼
児
保
健
事
業
（
9
4
1
万
円
）

・
養
育
支
援
事
業
（
8
9
7
万
円
）

・
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
（
3
,7
9
6
万
円
）

◎
小
中
連
携
・
一
貫
教
育
推
進
事
業
（
2
,6
0
0
万
円
）

・
教
育
相
談
事
業
（
8
5
6
万
円
）

　
6
2
歳
の
方
を
対
象
と
し

た
家
庭
訪
問
を
通
じ
、
健

康
づ
く
り
へ
の
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
丁
寧
な
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー

開
催
、
出
会
い
の
場
の
提

供
な
ど
で
結
婚
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
中
心

に
身
近
な
運
動
を
き
っ
か

け
と
し
た
健
康
づ
く
り
の
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す
。

　
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
の
た
め
、
普
及
啓
発
活

動
を
拡
充
し
ま
す
。

　
保
育
園
・
幼
稚
園
に

お
い
て
「
個
別
指
導
計

画
」
を
作
成
し
、
医
療
、

学
校
関
係
者
と
連
携
し

子
ど
も
の
一
貫
し
た
発

達
支
援
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
を
、
多
様
な
主
体

と
連
携
し
て
行
い
、
高

齢
者
の
介
護
予
防
や

認
知
症
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

平
成
2
5
年
度
当
初
予
算
資
料

乳
幼
児
期

学
童
期

青
壮
年
期

中
年
期

高
齢
期

（
退
職
）

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

ご
と
に
対
象
と
な

る
施
策
な
ど
を
提

示
し
、
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

「
食
育
・
身
体
活

動
・
社
会
疫
学
」

の
テ
ー
マ
を
提

案
し
ま
す
。

生
活
環
境
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

地
域
内
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
、
多
様

な
主
体
と
協
働

し
、
持
続
性
の
あ

る
健
康
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

め
ざ
す
健
康
福
祉
像

　

「
市
民
総
健
康
」
と
「
生
涯
現
役
」

あ
る
　
　
　
う
ご

・
結
婚
支
援
事
業
（
4
5
0
万
円
）

◎
食
育
推
進
事
業
（
2
6
9
万
円
）

・
域
産
域
消
事
業
者
活
動
支
援
事
業
（
3
0
万
円
）

・
学
校
給
食
に
お
け
る
域
産
域
消
推
進
事
業
（
3
8
万
円
）

・
家
庭
教
育
啓
発
推
進
事
業
（
9
6
万
円
）

・
家
庭
教
育
推
進
事
業
（
2
4
万
円
）

・
地
域
の
乳
幼
児
期
親
子
の
学
習
交
流
支
援
事
業
（
1
5
0
万
円
）

・
地
域
の
学
齢
期
親
子
の
学
習
交
流
支
援
事
業
（
9
0
万
円
）

・
地
域
の
健
康
学
習
交
流
支
援
事
業
（
3
5
万
円
）

・
保
育
所
保
育
事
業
（
8
,8
0
6
万
円
）

・
す
こ
や
か
親
子
・
子
育
て
支
援
事
業
（
5
0
7
万
円
）

◎
健
康
診
査
事
業
（
が
ん
検
診
）
（
１
億
1
,8
5
5
万
円
）

・
訪
問
指
導
事
業
（
再
掲
）

・
健
康
福
祉
委
員
等
活
動
事
業
（
再
掲
）

◎
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
普
及
推
進
事
業
と
連
携
し
た

　
　
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
事
業
（
4
1
万
円
）

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業
（
1
4
0
万
円
）

・
や
ま
び
こ
マ
ー
チ
開
催
事
業
（
2
1
1
万
円
）

・
風
越
登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
業
（
1
0
2
万
円
）

・
森
林
ふ
れ
あ
い
事
業
（
8
4
万
円
）

・
エ
コ
ラ
イ
フ
啓
発
普
及
事
業
（
2
3
8
万
円
）

・
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
社
会
形
成
事
業
（
5
4
0
万
円
）

・
天
龍
峡
活
性
化
事
業
（
8
6
4
万
円
）

・
名
桜
鑑
賞
誘
客
事
業
（
1
4
7
万
円
）

・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業
（
1
2
8
万
円
）

・
ま
ち
な
か
誘
客
促
進
事
業
（
8
2
万
円
）

・
市
民
バ
ス
等
運
行
事
業
（
8
,6
2
8
万
円
）

・
訪
問
指
導
事
業
（
1
3
5
万
円
）

・
健
康
相
談
事
業
（
4
3
0
万
円
）

・
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
【
特
会
】
（
5
,6
4
5
万
円
）

・
特
定
保
健
指
導
事
業
【
特
会
】
（
3
9
2
万
円
）

・
健
康
福
祉
委
員
等
活
動
事
業
（
3
6
3
万
円
）

◎
ほ
い
ほ
い
介
護
予
防
事
業
【
特
会
】
（
2
,8
7
3
万
円
）

・
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
1
,1
5
3
万
円
）

・
は
つ
ら
つ
介
護
予
防
事
業
【
特
会
】
（
5
8
6
万
円
）

・
認
知
症
対
策
連
携
強
化
事
業
（
6
5
0
万
円
）

・
高
齢
者
健
康
相
談
事
業
【
特
会
】
（
1
0
3
万
円
）

・
い
き
い
き
リ
ハ
ビ
リ
事
業
【
特
会
】
（
1
,0
2
1
万
円
）

・
高
齢
者
の
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
事
業
【
特
会
】
（
4
2
万
円
）

◎
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
育
成
支
援
事
業
（
6
5
1
万
円
）

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
【
特
会
】
（
8
,8
5
5
万
円
）

◎
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
【
特
会
】
（
7
5
万
円
）

◎
高
齢
者
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
（
1
,3
1
0
万
円
）

◎
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
【
特
会
】
（
1
,8
0
0
万
円
）
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飯田市立病院 第３次整備事業の概要 

 

１ 基本方針 

（1） 当院は、地域全体の医療環境の変化に対応するとともに、地域の中核病院としての役割を果たすた

め「救急医療」「周産期医療」「がん医療」などの診療機能の充実を図ります。 

（2） 食堂・売店など手狭なサービス部門の改善など、待ち時間をより快適に過ごすことができる施設整

備を行い、患者・家族の視点に立ったアメニティの向上を図ります。 

（3） 災害拠点病院としての機能を高めます。 

２ 主な整備部門と重点事項 

（1） 救急医療 

・ 現在分散している救急外来、救急病床、救急ＩＣＵを集約し、救命救急センターとしての機能を

充実します。 

・ 救急病床６床、救急ＩＣＵ４床及び予備処置室などの確保を行います。 

（2） 周産期医療 

・ 周産期センター（分娩部門、新生児部門、産科病棟）をワンフロアーで配置するとともに、動線

の短縮を図るため、産婦人科外来、助産師外来を直下の階へ配置します。 

・ 出産の受け入れ環境を整えるため、病床数・分娩室・陣痛室などを増やします。 

（3） がん医療 

・ 外来化学療法室、緩和ケア部門、麻酔科処置室等を一体的に配置します。 

・ 外来化学療法室は、２０床程度が配置できるスペースを確保します。 

・ 緩和ケアのためのサロンと、医療相談などのための面談室を設置します。 

（4） 患者・利用者のアメニティ向上 

  ・ 食堂及び売店は利用しやすい環境を整え、車椅子等でも移動しやすいようスペースを確保します。 

（5） 災害拠点病院としての機能の充実 

・ 災害拠点病院としての機能を高めるため、ＤＭＡＴ隊(災害派遣医療チーム)の本部として対応で

きる施設整備を行います。 

３ 事業費予算及び財源 

 (1) 事業 費内 訳  ・建設工事 25 億円 （H23:10 億円、H24:12.7 億円、H25:2.3 億円） 

      ・医療機器 4.5 億円（血管撮影装置 2台、Ｘ線テレビなど） 

     ・医療設備 1.7 億円（救急センター・周産期センター医療設備ユニットなど） 

 (2) 事業財源内訳  ・地域医療再生臨時交付金 5.1 億円（施設整備 3億円、医療機器設備 2.1 億円） 

           ・出資金 9 億円（出資金の 1/2 を合併特例事業債にて借入。その 70％は地方交付税 

措置） 

           ・病院事業債 17.1 億円（償還時に 1/2 の額を一般会計から繰出す。その 60％は地 

方交付税措置） 

北増築棟 

(周産期センターなど) 

南増築棟 

(救命救急センターなど) 

既存施設改修 

(がん外来化学療法室など) 
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主
な

事
業

の
予

算
額

　
　

2
3
億

7
,2

9
8
万

円

◎
：
新

規
、

拡
充

事
業

　
災

害
に

強
い

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

に
む

け
て

消
防
力
強
化
　
　
　
４
億
9
,3
5
6
万
円

◎
消

防
救

急
デ

ジ
タ

ル
無

線
設

備
整

備
　

　
　

　
　

　
 （

２
億

1
,0

0
0
万

円
）

　
　

  
 無

線
基

地
局

整
備

、
車

載
無

線
機

整
備

、
携

帯
無

線
機

整
備

・
消

防
団

活
動

運
営

費
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
１

億
7
,6

7
9
万

円
）

　
　

　
消

防
団

交
付

金
　

（
１

億
5
5
6
万

円
）

　
　

　
活

動
消

耗
品

（
活

動
衣

、
防

火
衣

等
）
ほ

か
　

（
7
,1

2
3
万

円
）

・
消

防
団

車
両

、
機

関
、

詰
所

等
の

維
持

管
理

　
　

　
　

　
（
1
,7

9
6
万

円
）

　
　

　
消

防
自

動
車

車
検

点
検

整
備

　
（
3
3
1
万

円
）

　
　

　
広

域
消

防
施

設
使

用
料

ほ
か

　
（
1
,4

6
5
万

円
）

◎
消

防
自

動
車

等
の

更
新

整
備

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
5
,1

6
7
万

円
）

　
　

　
ポ

ン
プ

自
動

車
１

台
　

（
1
,3

8
3
万

円
）
、

小
型

動
力

ポ
ン

プ
付

積
載

車
３

台
　

（
2
,5

9
4
万

円
）

　
　

　
小

型
動

力
ポ

ン
プ

付
搬

送
車

２
台

ほ
か

　
（
1
,1

9
0
万

円
）

・
耐

震
性

貯
水

槽
の

設
置

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
2
,6

0
0
万

円
）

　
　

　
丸

山
、

北
方

、
大

瀬
木

、
山

本
　

各
4
0
ｔ規

模
 （

各
6
5
0
万

円
）

・
消

防
団

詰
所

の
整

備
、

修
繕

等
維

持
管

理
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
1
,0

0
0
万

円
）

　
　

　
長

野
原

、
殿

岡
の

詰
所

増
改

築
　

（
4
0
0
万

円
）
　

ホ
ー

ス
乾

燥
塔

新
設

ほ
か

（
6
0
0
万

円
）

・
防

火
水

槽
、

警
鐘

楼
、

消
火

栓
の

維
持

管
理

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 （

1
1
4
万

円
）

災
害
対
策
緊
急
整
備
　
　
　
5
,9
2
9
万
円

◎
災

害
対

策
備

蓄
資

機
材

の
整

備
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
5
,6

8
8

万
円

）
　

　
　

既
設

備
蓄

倉
庫

へ
の

資
機

材
備

蓄
　

（
2
,5

3
8
万

円
）

　
　

　
孤

立
集

落
へ

の
資

機
材

備
蓄

　
（
7
8
3
万

円
）

　
　

　
指

定
避

難
施

設
と

な
る

小
学

校
へ

の
防

災
資

機
材

備
蓄

　
（
2
,3

6
7
万

円
）

・
資

機
材

の
管

理
及

び
啓

発
活

動
を

担
当

す
る
防
災
専
門
員
の

配
置

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
（
2
4
1
万

円
）

　
　

《
参

考
》

　
　

　
災

害
対

策
備

蓄
事

業
　

事
業

期
間

 H
2
3
～

2
5
　

総
事

業
費

 1
.9

億
円

防
災
体
制
　
　
　
3
,1
8
8
万
円

◎
中

山
間

地
域

に
お

け
る

避
難

等
の

あ
り

方
検

討
　

　
（
1
0
0
万

円
）

◎
F
M

サ
イ

マ
ル

放
送

災
害

情
報

提
供

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
3
8
万

円
）

　
　

　
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

ア
プ

リ
対

応
の

災
害

情
報

配
信

業
務

・
自

主
防

災
会

の
育

成
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

（
8
7
5
万

円
）

　
　

　
拠

点
モ

デ
ル

地
区

で
の

防
災

訓
練

実
施

（
羽

場
）
（
4
0
万

円
）

　
　

　
自

主
防

災
組

織
施

設
整

備
事

業
補

助
金

　
（
7
8
0
万

円
）

　
　

　
水

防
倉

庫
の

維
持

管
理

等
　

（
5
5
万

円
）

・
防

災
行

政
無

線
保

守
、

修
繕

等
維

持
管

理
ほ

か
　

（
2
,1

7
5
万

円
）

庁
舎
等
の
災
害
対
策
　
　
　
1
6
億
1
,3
4
1
万
円

◎
庁

舎
整

備
　

（
1
2
億

2
,8

4
1
万

円
）

　
　

《
参

考
》

　
　

　
庁

舎
整

備
事

業
　

　
　

事
業

期
間

 H
2
0
～

2
8

　
　

　
総

事
業

費
 6

3
.0

億
円

　
　

　
う

ち
、

庁
舎

建
設

 4
5
.0

億
円

　
　

（
新

庁
舎

 3
6
.0

、
現

庁
舎

耐
震

ほ
か

 9
.0

）

◎
公

民
館

・
自

治
振

興
セ

ン
タ

ー
の

耐
震

化
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
３

億
6
,5

0
0
万

円
）

　
　

　
　

丸
山

公
民

館
設

計
業

務
　

　
　

　
千

代
公

民
館

建
設

工
事

等
　

　
　

　
上

久
堅

公
民

館
設

計
業

務
等

　
　

　
　

下
久

堅
公

民
館

建
設

工
事

・
旧

松
尾

児
童

セ
ン

タ
ー

の
耐

震
化

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
2
,0

0
0
万

円
）

災
害
情
報
の

提
供
、
地
区

防
災
訓
練
の

支
援
等
に
よ

り
防
災
・
減

災
に
取
り
組

み
ま
す
。

耐
震
性
の
低
い

公
民
館
・
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー

の
耐
震
化
を
進

め
ま
す
。

松
尾
第
３
児
童
ク
ラ
ブ
を
旧
松
尾
児
童

セ
ン
タ
ー
へ
移
動
す
る
た
め
耐
震
改
修

を
実
施
し
ま
す
。

道
路
・
橋
り
ょ
う
・
河
川
等
　
　
　
１
億
7
,4
8
4
万
円

避
難
路
と
な
る
道

路
、
増
水
に
よ
る

危
険
性
が
あ
る
河

川
等
の
整
備
を
進

め
ま
す
。

・
防

災
対

策
避

難
路

整
備

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
5
,0

8
8
万

円
）

　
　

　
伊

賀
良

4
0
9
号

線
ほ

か
４

路
線

◎
道

路
等

交
通

施
設

の
災

害
予

防
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

　
　

（
2
,7

8
0
万

円
）

　
　

　
千

代
1
5
5
線

ほ
か

３
路

線
◎

緊
急

輸
送

路
に

関
わ

る
橋

り
ょ

う
の

耐
震

補
強

 　
　

　
　

（
5
,1

3
0
万

円
）

　
　

　
富

田
沢

橋
耐

震
補

強

第
1
0
次
消
防
力
整
備

計
画
に
基
づ
き
消
防

救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線

整
備
、
消
防
自
動
車

等
の
整
備
を
進
め
ま

す
。

・
未

整
備

河
川

改
修

箇
所

の
改

修
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
 　

（
4
8
6
万

円
）

　
　

　
越

坪
沢

川
ほ

か
４

河
川

　 ・
水

害
予

防
・
河

川
災

害
等

危
険

箇
所

の
改

修
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
4
,0

0
0
万

円
）

　
　

　
小

茂
都

計
川

ほ
か

５
河

川

平
成

2
5
年

度
当

初
予

算
資

料

東
日
本
大
震
災
を
受

け
て
策
定
し
た
「
飯
田

市
災
害
対
策
緊
急
整

備
計
画
」
に
基
づ
き
、

災
害
対
策
備
蓄
資

機
材
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

防
災
拠
点
機
能
の
確

保
の
た
め
新
庁
舎
の

建
設
と
現
庁
舎
の
耐

震
化
を
進
め
ま
す
。

46



主
な
事
業
の
予
算
額
　
７
億
9
,
5
7
9
万
円

○
イ
ン
フ
ラ
・
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
の
検
討
と
実
行

　

○
維
持
補
修
に
よ
る
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用

　
橋
り
ょ
う
、
公
園
、
下
水
道
な
ど
既
存
の
施
設
を
有
効
に
、
長
く
利
用
す
る
た
め
、
施
設
の
長
寿
命
化
計

画
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に
基
づ
く
修
繕
工
事
の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
既
存
の
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
維
持
管
理
的
経
費
へ
の
投
資
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
長
寿
命
化
と

あ
わ
せ
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

平
成
2
5
年
度
当
初
予
算
資
料

　
◆
下
水
道
管
渠
の
長
寿
命
化
　
4
,0
0
0
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

　
【
全
体
計
画
】

　
・
計
画
策
定
年
度
　
Ｈ
2
4
～
Ｈ
2
5

　
・
第
１
期
計
画
実
施
期
間
　
Ｈ
2
6
～
Ｈ
3
0

　
　
　
事
業
費
　
４
億
2
,5
0
0
万
円

　
・
長
寿
命
化
対
策
・
地
震
対
策
の
検
討
を
要
す
る

　
　
エ
リ
ア
内
の
管
渠
　
約
1
0
㎞

　
【
Ｈ
2
5
実
施
内
容
】

　
・
長
寿
命
化
計
画
、

　
　
総
合
地
震
対
策
計
画
策
定
業
務
　
　
4
,0
0
0
万
円

　
◆
橋
り
ょ
う
施
設
の
長
寿
命
化
　
１
億
1
,2
1
5
万
円
　
※

　
【
全
体
計
画
】

　
・
計
画
策
定
年
度
　
Ｈ
2
4

　
・
第
１
期
計
画
実
施
期
間
　
Ｈ
2
5
～
Ｈ
3
0

　
　
　
事
業
費
　
９
億
円

　
・
修
繕
が
必
要
な
橋
り
ょ
う
数
　
1
1
4
橋

　
　
※
計
画
は
幹
線
市
道
、
重
要
路
線
の
橋
り
ょ
う
に
対
す
る
も
の

　
【
Ｈ
2
5
実
施
内
容
】

　
・
修
繕
工
事
実
施
設
計
業
務
　
　
2
,0
0
0
万
円

　
　
　
1
5
橋
予
定

　
・
橋
り
ょ
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
業
務
　
　
1
,0
0
0
万
円

　
・
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
　
　
8
,2
1
5
万
円

　
　
　
４
橋
予
定

　
◆
公
園
施
設
の
長
寿
命
化
　
3
,0
0
0
万
円
　
※

　
【
全
体
計
画
】

　
・
計
画
策
定
年
度
　
Ｈ
2
4
～
Ｈ
2
5

　
・
第
１
期
計
画
実
施
期
間
　
Ｈ
2
5
～
Ｈ
2
7

　
　
　
事
業
費
　
9
,0
0
0
万
円

　
・
修
繕
工
事
が
必
要
な
都
市
公
園
数

　
　
　
3
5
公
園
の
う
ち
1
9
公
園

　
　
※
計
画
は
都
市
公
園
に
対
す
る
も
の

　
【
Ｈ
2
5
実
施
内
容
】

　
　
・
公
園
長
寿
命
化
修
繕
　
　
3
,0
0
0
万
円

　
　
　
矢
高
公
園
ほ
か
６
公
園

　
◆
既
存
ス
ト
ッ
ク
活
用
の
た
め
の
維
持
補
修
事
業
　
５
億
8
,6
4
4
万
円
　
　
　
（
）
は
Ｈ
2
4
予
算

　
　
・
市
単
土
地
改
良
事
業
　
　
8
,4
9
7
万
円
（
8
,3
8
8
万
円
）

　
　
　
　
農
業
用
施
設
（
農
道
、
農
業
用
水
路
等
）
の
改
修
・
補
修
、
水
路
の
清
掃
等
維
持
管
理

　
　
・
道
路
補
修
事
業
　
　
１
億
9
,4
6
3
万
円
（
１
億
7
,6
0
0
万
円
）

　
　
　
　
路
面
の
陥
没
、
側
溝
の
破
損
、
そ
の
他
道
路
構
造
物
の
破
損
に
対
す
る
維
持
補
修

　
　
・
道
路
舗
装
補
修
事
業
　
　
１
億
9
,7
3
4
万
円
（
１
億
8
,1
2
0
万
円
）

　
　
　
　
道
路
舗
装
が
不
良
の
箇
所
の
舗
装
補
修

　
　
・
道
路
維
持
管
理
事
業
　
　
2
,5
3
9
万
円
（
2
,2
9
6
万
円
）

　
　
　
　
道
路
施
設
の
清
掃
、
地
下
歩
道
内
照
明
の
交
換
、
支
障
木
の
伐
採
等
の
維
持
管
理

　
　
・
河
川
維
持
補
修
事
業
　
　
6
1
1
万
円
（
6
1
1
万
円
）

　
　
　
　
維
持
補
修
工
事
、
排
水
路
水
門
管
理
等
河
川
の
維
持
管
理

　
　
・
下
水
道
老
朽
管
改
修
事
業
（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）
　
7
,8
0
0
万
円
（
5
,0
0
0
万
円
）

　
　
　
　
下
水
道
管
更
生
、
改
修長
寿
命
化
と
は
・
・
・

　
建
物
や
道
路
な
ど
の
施
設
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
耐
用
年
数
が
あ
り
、
耐
用
年
数
を
超
え
た
施

設
は
使
用
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
合
っ
た
方
法
で
、
補
強
や
修

繕
を
し
、
耐
用
年
数
を
長
く
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
が
、
施
設
の
長
寿
命
化
で
す
。

　
◆
松
尾
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
,7
0
0
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
事
業
特
別
会
計
）

　
【
全
体
計
画
】

　
・
計
画
策
定
年
度
　
Ｈ
2
3
～
Ｈ
2
4

　
・
第
１
期
計
画
実
施
期
間
　
Ｈ
2
5
～
Ｈ
2
7

　
　
　
事
業
費
　
２
億
4
,4
0
0
万
円

　
・
機
能
低
下
改
善
の
た
め
の
脱
水
機
、

　
　
　
用
水
砂
ろ
過
設
備
の
再
築

　
【
Ｈ
2
5
実
施
内
容
】

　
・
管
理
棟
寿
命
化
計
画
策
定
　
　
1
,5
0
0
万
円

　
・
脱
水
機
再
築
実
施
設
計
　
　
2
0
0
万
円

　
・
管
理
棟
耐
震
診
断
　
　
1
,0
0
0
万
円

　
◆
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
　
2
0
万
円

　
【
Ｈ
2
5
実
施
内
容
】

　
・
公
共
施
設
長
寿
命
化
の
検
討
　
　
2
0
万
円
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リ
ニ
ア
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
モ
デ
ル
都
市
づ
く
り
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

～
山
里
街
の
暮
ら
し
に
ふ
さ
わ
し
い
低
炭
素
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
践
～

平
成

2
5
年

度
当

初
予

算
資

料

　
地
域
ぐ
る
み
の
多
様
な
主
体
の
協
働
で
低
炭
素
社
会
を
推
進
し
、
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
既
存
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
資
や
供
給
イ
ン
フ
ラ

の
最

適
利

用
化

を
図

り
、

「
山

」
「
里

」
「
街

」
の

暮
ら

し
の

中
で

、
地

域
の

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

域
産

域
消

と
ス

マ
ー

ト
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

構
築

を
目

指
し

、
2
0
3
0
年

に
は

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

を
地

域
全

体
で

4
0
％

削
減

す
る

と
い

う
目

標
に

向
か

っ
て

、
リ

ニ
ア

中
央

新
幹

線
が

開
通

す
る

地
域

の
将

来
像

を
見

据
え

た
地

域
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

主
な

事
業

の
予

算
額

　
１

億
9
,9

5
0
万

円
　

◎
：
新

規
、

拡
充

事
業

・
中
山
間
地
域
に
お
け
る
電
力
自
給
型
発
電
事
業
の
推
進

　
◎

上
村

に
お

け
る

小
水

力
市

民
共

同
発

電
に

向
け

た
取

組
（
5
1
万

円
）

・
マ
イ
ク
ロ
小
水
力
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
同
発
電
の
推
進

　
◎

マ
イ

ク
ロ

小
水

力
需

要
開

拓
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

（
2
6
0
万

円
）

　
　

 マ
イ

ク
ロ

小
水

力
発

電
の

実
証

実
験

（
千

代
）
（
1
0
万

円
）

・
山
・
里
・
街
の
暮
ら
し
に
ふ
さ
わ
し
い
次
世
代
自
動
車
の
普
及
と
イ
ン
フ
ラ
整
備

　
　

　
電

気
自

動
車

、
B

D
F
車

管
理

（
1
8
4
万

円
）

・
市
民
共
同
に
よ
る
自
転
車
利
用
の
推
進

　
　

　
自

転
車

市
民

共
同

利
用

シ
ス

テ
ム

運
営

（
3
5
6
万

円
）

・
公
共
交
通
機
関
の
充
実
と
利
便
性
の
向
上

  
 ◎

市
民

バ
ス

等
運

行
事

業
（
8
,6

2
8
万

円
）
、

　
　

　
電

気
小

型
バ

ス
実

証
運

行
事

業
（
3
3
0
万

円
）

・
タ
ウ
ン
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
抑
制

　
　

　
エ

コ
ラ

イ
フ

普
及

啓
発

事
業

（
2
3
8
万

円
）

　
　

　
風

力
発

電
装

置
管

理
（
1
5
万

円
）

・
地
域
版
省
エ
ネ
建
築
・
改
修
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
に
よ
る
建
築
物
の
省
エ
ネ
化

　
　

　
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
推

進
事

業
（
3
0
万

円
）

・
地
域
ぐ
る
み
環
境
IS
O
研
究
会
の
先
導
的
な
省
エ
ネ
事
業
の
全
域
展
開

　
　

　
環

境
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
普

及
事

業
（
5
3
万

円
）

◎
市
場
か
ら
の
資
金
調
達
に
よ
っ
て
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
運
営
す
る
機
能
の
構
築

　
　

◎
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

推
進

基
金

積
立

、
事

業
初

期
投

資
支

援
（
4
,0

0
0
万

円
）

　
　

◎
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
組

織
設

立
運

営
（
2
1
2
万

円
）

・
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
を
成
立
さ
せ
る
市
の
政
策
的
支
援
手
法
の
構
築

　
　

　
環

境
モ

デ
ル

都
市

行
動

計
画

進
行

管
理

事
業

（
1
7
6
万

円
）

　
　

◎
ポ

ス
ト
環

境
モ

デ
ル

都
市

行
動

計
画

策
定

（
4
1
万

円
）

　
　

　
T

A
S
K

Iプ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
、

環
境

首
都

創
造

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

参
画

（
3
6
万

円
）

・
資
源
の
確
保
か
ら
流
通
ま
で
の
体
制
構
築

　
　

　
べ

レ
ッ

ト
ス

ト
ー

ブ
、

薪
ス

ト
ー

ブ
設

置
補

助
ほ

か
（
6
5
5
万

円
）

・
民
生
部
門
で
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
通
年
需
要
の
創
出

　
　

　
カ

ー
ボ

ン
オ

フ
セ

ッ
ト
都

市
間

交
流

、
木

質
ペ

レ
ッ

ト
利

用
促

進
負

担
金

（
4
3
万

円
）

・
地
域
産
材
を
活
用
し
た
住
宅
・
建
物
で
の
省
エ
ネ
推
進

　
◎

飯
田

の
木

で
家

を
建

て
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
事

業
（
2
0
2
万

円
）

・
太
陽
光
発
電
設
置
の
推
進
（
住
宅
、
事
務
所
、
公
共
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
）

　
　

　
太

陽
光

発
電

、
初

期
投

資
０

円
型

太
陽

光
発

電
設

置
補

助
（
3
,7

3
6
万

円
）

・
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利
用

　
　
　

メ
ガ

ソ
ー

ラ
ー

い
い

だ
P
R
、

管
理

（
5
7
4
万

円
）

・
太
陽
熱
の
高
度
利
用

　
　

　
太

陽
熱

温
水

器
設

置
補

助
（
1
2
0
万

円
）

◆
地

域
エ

ネ
ル

ギ
ー

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
構

築
　

　
（
4
,4

6
5
万

円
）

◆
お

ひ
さ

ま
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
る

域
産

域
消

の
推

進
　

 （
4
,4

3
0
万

円
）

◆
も

り
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

よ
る

域
産

域
消

の
推

進
 　

　
　

 　
　

（
9
0
0
万

円
）

◆
産

業
・
民

生
部

門
で

の
省

エ
ネ

推
進

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
3
3
6
万

円
）

◆
次

世
代

移
動

手
段

等
活

用
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

低
炭

素
化

 （
9
,4

9
8
万

円
）

◆
市

民
参

加
型

の
小

水
力

発
電

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
3
2
1
万

円
）
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◆
リ

ニ
ア

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

で
目

指
す

都
市

像
の

実
現

に
向

け
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

的
ア

プ
ロ

ー
チ

の
「
３
本

柱
」で

、
地

域
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

 

  
  

                                 

 

リ
ニ

ア
時

代
に

向
け

た
基

盤
構

築
の

た
め

に
 

◆
第

５
次

基
本

構
想

後
期

基
本

計
画

期
間

(平
成

2
4～

2
8

年
度

)は
、

地
域

の
将

来
を

左
右

す
る

重
要

な
「基

盤
構

築
期

」で
す

。
 

 
次

の
事

業
を

中
心

に
、

リ
ニ

ア
に

向
け

た
基

盤
構

築
を

進
め

ま
す

。
 

リ
ニ

ア
推

進
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
 

～
リ

ニ
ア

将
来

ビ
ジ

ョ
ン

の
実

現
に

向
け

て
～

 

◆
リ
ニ

ア
将

来
ビ

ジ
ョ
ン

で
目

指
す

都
市

像
の

実
現

に
向

け
、

デ
ザ

イ
ン

思
考

的
ア

プ
ロ

ー
チ

の
「３

本
柱

」で
、

地
域

づ
く

り
を

進
め

ま
す

。
 

 
 

 

「
デ

ザ
イ

ン
」
を

核
と

し
た

「地
域

モ
デ

ル
の

構
築

」
を

目
指

し
、

多
様

な
主

体
が

連
携

し
、

想
像

力
や

創
造

力
を

巡
ら

せ
て

リ
ニ

ア
効

果
を

活
か

す
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

 

人
材

サ
イ

ク
ル

構
築

の
「
三

つ
く

り
」
の

う
ち

次
の

7
つ

の
視

点
（★

）
を

先
行

的
に

取
り

組
み

ま
す

。
 

 

人
づ

く
り

 
こ

の
地

域
の

個
性

を
活

か
し

た
地

域
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

 

★
地

育
力

に
よ

る
地

域
人

材
教

育
 

・
地

育
力

に
よ

る
こ

こ
ろ

豊
か

な
人

づ
く

り
【
12

億
4
,8

5
5

万
円

 P
4
3

参
照

】
 

★
知

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

★
学

術
研

究
都

市
の

創
造

 

・
学

輪
ＩＩ

Ｄ
Ａ

の
取

組
【
42

5
万

円
】
 産

業
づ

く
り

 
リ

ニ
ア

時
代

を
見

据
え

、
高

付
加

価
値

化
す

る
産

業
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

 

★
新

た
な

産
業

の
創

出
 

・
も

の
づ

く
り

製
品

開
発

等
支

援
事

業
【4

1
0

万
円

】
 

・
農

業
新

分
野

創
出

人
材

育
成

事
業

【
10

0
万

円
】
 

★
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

形
成

 
・
航

空
宇

宙
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

拠
点

整
備

事
業

【
5,

52
8

万
円

】
 

・
企

業
立

地
促

進
事

業
【
8
,0

0
1

万
円

】
 

・
『
市

田
柿

』ブ
ラ

ン
ド

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
事

業
【
8
7
8

万
円

】
 

リ
ニ

ア
将

来
ビ

ジ
ョ

ン
 

柱
３

 
戦

略
的

地
域

づ
く
り

 
 

小
さ

な
世

界
都

市
 

多
機

能
高

付
加

価
値

都
市

圏
 

守
る

べ
き

も
の

・
備

え
る

べ
き

も
の

 
多

様
な

主
体

 

ＪＲ
東

海
に

よ
る

環
境

影
響

評
価

状
況

説
明

会
へ

の
協

力
な

ど
、

本
年

秋
以

降
の

駅
位

置
公

表
に

向
け

た
準

備
を

進
め

ま
す

。
 

柱
１

 
リ

ニ
ア

本
体

工
事

関
連

 
 

利
便

性
向

上
の

た
め

の
交

通
計

画
や

土
地

利
用

計
画

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

国
や

県
と

連
携

し
て

交
通

体
系

、
土

地
利

用
等

、
社

会
基

盤
整

備
に

必
要

な
調

査
を

実
施

し
ま

す
。

【
4
,9

48
万

円
】
 

柱
２

 
社

会
基

盤
整

備
関

連
 

地
域
づ
く
り
 

こ
の

地
域

の
個

性
を

活
か

し
た

地
域

づ
く
り

を
進

め
ま

す
。

 

★
環

境
モ

デ
ル

都
市

（
P
4
8

参
照

）
 

・
地

域
エ

ネ
ル

ギ
ー

ビ
ジ

ネ
ス

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
組

織
、

基
金

に
よ

る
事

業
化

支
援

【4
,4

6
5

万
円

】
 

・
市

民
参

加
型

の
小

水
力

発
電

の
推

進
【3

2
1

万
円

】
 

・
お

ひ
さ

ま
と

も
り
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
推

進
事

業
【
5,

3
3
0

万
円

】
 

・
産

業
や

民
生

部
門

で
の

省
エ

ネ
推

進
【
3
3
6

万
円

】
 

★
地

域
ブ

ラ
ン

ド
の

構
築

 

・
リ
ニ

ア
未

来
都

市
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

事
業

【
6
0
0

万
円

】
 

・
多

様
な

主
体

が
活

躍
す

る
地

域
支

援
 

→
パ

ワ
ー

ア
ッ

プ
交

付
金

【
1

億
円

】
 

→
ム

ト
ス

飯
田

支
援

事
業

【
90

0
万

円
】
 

・
地

域
の

資
源

・
地

域
文

化
・自

然
環

境
の

継
承

・
保

全
・
活

用
【
3
,9

98
万

円
】
 

  

生
活

基
盤

の
整

備
 

・
医

療
の

充
実

【
市

立
病

院
繰

出
金

1
4

億
1
,6

0
0

万
円

】
 

・
中

心
市

街
地

の
整

備
改

善
【１

億
8
,8

8
0

万
円

 
P
5
0

参
照

】
 

・
市

内
の

道
路

整
備

、
改

良
【
9

億
8,

5
9
0

万
円

】
 

日
本

の
原

風
景

、
地

域
の

伝
統

・文
化

を
守

る
 

・
旧

飯
田

測
候

所
の

整
備

活
用

【
5,

4
0
2

万
円

】
 

・
恒

川
、

高
岡

遺
跡

群
調

査
【
50

0
万

円
】
 

・
菱

田
春

草
生

誕
地

整
備

活
用

事
業

【
10

0
万

円
】
 

リ
ニ

ア
時

代
に

向
け

た
基

盤
の

構
築

 
 

◆
第

5
次

基
本

構
想

後
期

基
本

計
画

期
間

(平
成

2
4～

2
8

年
度

)は
、

リ
ニ

ア
時

代
に

向
け

た
重

要
な

「基
盤

構
築

期
」
で

す
。

 

平
成

25
年

度
は

リ
ニ

ア
中

央
新

幹
線

飯
田

駅
整

備
推

進
基

金
へ

の
３
億

円
の

積
立

を
行

う
と

と
も

に
、

次
に

例
示

し
た

事
業

や
後

期
基

本
計

画
に

基
づ

く
事

業
を

着
実

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
基

盤
の

構
築

に
取

り
組

み
ま

す
。
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・
歩

道
整

備
及

び
道

路
改

良
等

・
り

ん
ご

並
木

に
ぎ

わ
い

づ
く

り
事

業
　

　
安

心
・
安

全
な

交
通

の
た

め
の

歩
車

道
整

備
　

　
歩

行
者

天
国

や
各

種
イ

ベ
ン

ト
に

よ
る

に
ぎ

わ
い

の
創

出

　
　

（
平

成
2
4
年

度
へ

前
倒

し
分

　
　

１
億

2
,1

0
0
万

円
）

・
ま

ち
な

か
誘

客
促

進
事

業

・
公

園
整

備
事

業
　

　
飯

田
観

光
ガ

イ
ド

の
会

な
ど

と
協

働
の

ま
ち

歩
き

観
光

の
促

進

　
　

（
平

成
2
4
年

度
へ

前
倒

し
  

  
  

　
　

　
 2

,9
3
0
万

円
）

・
名

桜
鑑

賞
誘

客
事

業
　

　
  

中
央

公
園

（
東

和
地

区
）
、

扇
町

公
園

（
動

物
園

施
設

）
の

整
備

　
 桜

並
木

な
ど

の
ラ

イ
ト
ア

ッ
プ

◎
菱

田
春

草
生

誕
地

整
備

活
用

事
業

・
飯

田
り

ん
ご

ん
開

催
事

業
　

　
菱

田
春

草
生

誕
地

を
記

念
し

た
公

園
の

整
備

(実
施

設
計

)
・

南
信

州
獅

子
舞

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
開

催
事

業
【
1
0
0
万

円
】

◎
い

い
だ

人
形

劇
フ

ェ
ス

タ
開

催
事

業

・
人

形
劇

の
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
　

 川
本

喜
八

郎
人

形
美

術
館

の
運

営
な

ど

◎
旧

飯
田

測
候

所
整

備
活

用
事

業
・

ツ
ア

ー
・

オ
ブ

・
ジ

ャ
パ

ン
開

催
事

業
　

　
 園

路
、

芝
生

造
成

な
ど

の
整

備
・

文
化

的
・

商
業

的
イ

ベ
ン

ト
実

施
事

業
　

　
（
平

成
2
4
年

度
へ

前
倒

し
分

　
　

　
　

 3
,2

8
0
万

円
）

　
　

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

と
友

に
音

楽
祭

、
や

ま
び

こ
マ

ー
チ

な
ど

の
開

催

・
空

き
店

舗
の

活
用

と
起

業
支

援

・
商

業
活

性
化

支
援

事
業

　
　

一
店

逸
品

運
動

、
い

い
だ

「
ま

ち
ゼ

ミ
」
、

商
店

街
活

動
の

支
援

な
ど

・
環

境
配

慮
型

ま
ち

づ
く

り
事

業
【
7
8
1
万

円
】

◎
商

工
会

館
改

築
へ

の
補

助

・
南

信
州

食
文

化
マ

ー
ケ

ッ
ト

の
創

設
【
3
0
万

円
】

　
 域

産
域

消
の

推
進

◎
:新

規
、

拡
充

事
業

【
１

億
8
,7

8
0
万

円
】

平
成

2
5
年

度
当

初
予

算
資

料

【
6
5
5
万

円
】

【
7
9
0
万

円
】

【
6
1
7
万

円
】

【
1
4
6
万

円
】

主
な

事
業

の
予

算
額

　
４

億
1
,7

8
8
万

円

　
　

 自
転

車
市

民
共

同
利

用
推

進
事

業
　

　
 2

1
世

紀
環

境
共

生
型

モ
デ

ル
住

宅
の

管
理

・
運

営

【
5
,3

3
8
万

円
】

【
3
0
2
万

円
】

【
1
2
6
万

円
】

【
4
,4

6
5
万

円
】

【
2
,5

1
1
万

円
】

【
1
0
0
万

円
】

【
2
,0

0
0
万

円
】

【
4
,3

1
7
千

円
】

【
7
3
0
万

円
】

中
心

市
街

地
活

性
化

基
本

計
画

 　
事

業
の

概
要

　
飯

田
市

中
心

市
街

地
活

性
化

基
本

計
画

で
は

、
５

つ
の

基
本

方
針

と
２

つ
の

目
標

を
掲

げ
、

中
心

市
街

地
活

性
化

の
実

現
に

向
け

て
事

業
を

展
開

し
て

い
ま

す
。

　
計

画
期

間
：
平

成
2
0
年

７
月

～
2
6
年

３
月

 地
域

固
有

の
 価

値
の

創
造

複
合

的
な

視
点

で
の

事
業

実
施

 さ
ら

な
る

市
民

 の
力

の
集

約
 集

中
化

 人
の

暮
ら

し
に

 あ
っ

た
効

率
よ

 い
機

能
再

編

 ア
ク

セ
ス

し
や

 す
い

都
市

交
 通

基
盤

整
備

基
本

方
針

目
　

　
標

 人
々

の
交

流
 に

よ
る

賑
わ

 い
の

回
復

 環
境

に
配

慮
 し

た
安

心
安

 全
な

暮
ら

し
 の

実
現

市
街

地
の

整
備

改
善

　
　

１
億

8
,8

8
0
万

円
商

業
の

活
性

化
　

　
１

億
6
,7

8
9
万

円

公
共

交
通

機
関

の
利

便
性

の
増

進
　

7
8
1
万

円

都
市

福
利

施
設

の
整

備
　

　
　

　
5
,3

3
8
万

円

50



主
な
事
業
の
予
算
額
　
1
6
億
3
,3
9
0
万
円

～
ゆ

と
り

あ
る

自
然

と
共

生
す

る
暮

ら
し

で
生

命
を

育
み

ま
す

～
 

　
◎

：
新

規
、

拡
充

事
業

 
中

山
間

地
域

と
は

・
・

・
・

　
　

人
口

が
概

ね
3
,
0
0
0
人

以
下

で
、

都
市

計
画

法
に

よ
る

計
画

 
　

が
予

定
さ

れ
て

い
な

い
次

の
地

区
で

す
。

◆
生

活
環

境
基

盤
の

整
備

　
1
0
億

3
,
4
0
0
万

円
◆

地
域

社
会

の
持

続
性

の
確

保
　

１
億

1
,
9
1
6
万

円
　

　
・

下
久

堅
地

区
（

3
,
1
4
5
人

）
 
・

上
久

堅
地

区
（

1
,
4
7
1
人

）
　

　
　

　
・

千
代

地
区

（
1
,
8
4
1
人

）
　

 
・

龍
江

地
区

（
3
,
0
4
6
人

）
　

〈
重

点
事

業
〉

　
〈

重
点

事
業

〉
　

　
・

三
穂

地
区

（
1
,
5
2
5
人

）
　

　
　

・
道

路
橋

り
ょ

う
整

備
（

１
億

9
,
5
9
2
万

円
）

　
　

　
・

中
山

間
地

域
振

興
（

4
9
2
万

円
）

　
　

　
上

村
１

号
線

、
上

村
４

号
線

、
上

村
1
5
0
号

線
ほ

か
　

・
過

疎
地

域
に

お
け

る
定

住
促

進
（

7
6
2
万

円
）

（
遠

山
郷

）
　

・
地

域
振

興
住

宅
整

備
（

9
,
6
0
0
万

円
）

　
　

　
地

区
住

民
の

定
住

、
若

者
定

住
の

促
進

　
　

・
上

村
地

区
　

（
過

疎
指

定
地

域
）

（
4
9
7
人

）
　

・
高

齢
者

福
祉

施
設

の
整

備
・

運
営

（
1
,
0
6
3
万

円
）

　
・

児
童

ク
ラ

ブ
、

放
課

後
こ

ど
も

教
室

（
9
6
6
万

円
）

　
　

・
南

信
濃

地
区

（
過

疎
指

定
地

域
）

（
1
,
7
1
9
人

）
　

　
　

南
信

濃
福

祉
の

里
整

備
ほ

か
　

◎
小

・
中

連
携

一
貫

教
育

の
推

進
（

1
,
1
0
6
万

円
）

　
〈

そ
の

他
の

事
業

〉
　

　
　

教
員

を
配

置
平

成
2
5
年

１
月

末
現

在
住

民
登

録
人

口
よ

り

　
・

合
併

処
理

浄
化

槽
整

備
（

3
6
0
万

円
）

　
◎

教
育

環
境

の
整

備
、

学
習

交
流

施
設

運
営

（
5
,
8
3
2
万

円
）

　
・

下
水

処
理

施
設

の
維

持
管

理
（

１
億

2
,
3
5
5
万

円
）

　
　

　
南

信
濃

Ｂ
＆

Ｇ
海

洋
セ

ン
タ

ー
プ

ー
ル

改
修

◆
就

業
機

会
の

確
保

　
１

億
5
,
1
0
7
万

円
　

・
遠

山
簡

易
水

道
整

備
及

び
維

持
管

理
（

8
,
9
5
2
万

円
）

　
　

　
上

村
小

学
校

支
援

、
ス

ク
ー

ル
バ

ス
運

行
　

・
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

放
送

（
8
,
3
8
1
万

円
）

　
　

　
竜

峡
調

理
場

改
築

ほ
か

　
◎

観
光

施
設

の
管

理
運

営
・

整
備

（
7
,
1
1
4
万

円
）

　
・

国
土

調
査

（
遠

山
地

区
）

（
1
,
8
2
7
万

円
）

　
　

　
上

村
振

興
公

社
、

南
信

濃
振

興
公

社
等

へ
の

指
定

管
理

料
　

◎
市

民
共

同
小

水
力

発
電

へ
の

支
援

（
1
,
0
5
4
万

円
）

　
〈

そ
の

他
の

事
業

〉
　

　
　

遠
山

郷
の

観
光

施
設

改
修

ほ
か

　
◎

上
村

小
学

校
外

壁
改

修
（

8
8
2
万

円
）

　
　

・
パ

ワ
ー

ア
ッ

プ
交

付
金

（
1
,
9
4
4
万

円
）

　
◎

は
ん

ば
亭

施
設

整
備

（
2
,
4
0
0
万

円
）

　
◎

公
民

館
の

耐
震

化
（

３
億

6
,
0
5
2
万

円
）

　
◎

集
会

所
整

備
（

8
1
4
万

円
）

　
◎

福
祉

企
業

セ
ン

タ
ー

の
運

営
（

5
,
3
4
1
万

円
）

　
・

災
害

対
策

備
蓄

整
備

（
9
1
7
万

円
）

　
・

農
林

関
係

施
設

の
運

営
（

2
5
2
万

円
）

　
・

消
防

体
制

強
化

及
び

詰
所

整
備

（
2
,
3
6
5
万

円
）

◆
農

地
・

山
林

の
資

源
管

理
と

振
興

◆
公

益
的

サ
ー

ビ
ス

の
確

保
　

１
億

4
,
2
9
7
万

円
◆

地
域

資
源

・
地

域
文

化
・

自
然

環
境

１
億

4
,
6
7
2
万

円
の

継
承

と
保

全
　

3
,
9
9
8
万

円
　

〈
重

点
事

業
〉

　
〈

重
点

事
業

〉
　

〈
重

点
事

業
〉

　
・

中
山

間
振

興
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
（

2
5
7
万

円
）

　
◎

市
民

バ
ス

等
運

行
（

5
,
7
1
8
万

円
）

　
　

　
・

遠
山

郷
観

光
戦

略
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

業
（

1
,
9
0
0
万

円
）

　
　

　
上

村
地

区
急

傾
斜

畑
土

留
め

整
備

　
　

　
遠

山
郷

高
校

通
学

支
援

バ
ス

の
運

行
 
 
　

　
遠

山
郷

観
光

案
内

看
板

整
備

　
◎

林
道

整
備

（
3
,
9
9
3
万

円
）

 
 
　

　
乗

合
バ

ス
、

乗
合

タ
ク

シ
ー

　
　

　
観

光
協

会
体

制
強

化
ほ

か
　

　
　

川
合

線
、

千
遠

線
、

三
ツ

沢
線

、
高

町
線

　
〈

そ
の

他
の

事
業

〉
　

◎
下

栗
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

（
1
2
8
万

円
）

　
・

森
林

整
備

（
2
,
8
8
5
万

円
）

　
・

診
療

所
の

運
営

（
5
,
6
5
0
万

円
）

　
〈

そ
の

他
の

事
業

〉
　

　
　

上
村

、
上

村
歯

科
、

三
穂

　
〈

そ
の

他
の

事
業

〉
　

・
土

地
改

良
事

業
（

2
,
8
8
8
万

円
）

　
・

上
村

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

の
運

営
（

1
,
7
1
2
万

円
）

　
・

ツ
ア

ー
・

オ
ブ

・
ジ

ャ
パ

ン
開

催
事

業
（

7
3
0
万

円
）

　
◎

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

事
業

（
4
,
4
7
8
万

円
）

　
・

生
き

が
い

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

事
業

（
5
3
2
万

円
）

　
・

文
化

施
設

運
営

（
4
7
8
万

円
）

　
◎

上
村

体
験

農
園

施
設

の
運

営
（

1
7
1
万

円
）

　
・

社
会

福
祉

協
議

会
活

動
へ

の
支

援
（

4
9
6
万

円
）

　
◎

伝
統

文
化

の
保

存
伝

承
（

1
9
2
万

円
）

　
・

有
償

移
送

サ
ー

ビ
ス

（
1
7
0
万

円
）

　
　

・
南

ア
ル

プ
ス

世
界

遺
産

登
録

推
進

負
担

金
（

7
0
万

円
）

　
・

南
信

濃
福

祉
研

修
セ

ン
タ

ー
の

運
営

（
1
9
万

円
）

　
　

◎
和

田
宿

灯
り

整
備

（
5
0
0
万

円
）

　
中

山
間

地
域

に
お

け
る

定
住

人
口

の
減

少
率

を
抑

え
、

交
流

人
口

を
増

加
さ

せ
る

た
め

に
、

各
事

業
を

戦
略

的
、

総
合

的
に

展
開

し
ま

す
。

　
遠

山
郷

に
お

い
て

は
、

過
疎

地
域

自
立

促
進

計
画

に
基

づ
き

地
域

課
題

へ
の

取
り

組
み

を
進

め
ま

す
。

平
成
2
5
年
度
当
初
予
算
資
料
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６　平成25年度当初予算における行財政改革

単位：千円

① 歳入確保 9,439

・ 容器包装再商品化合理化還元金、ごみ処理手数料などの増額確保

② 経費節減 275,060

・ 事務事業の見直し等による経費削減（主な取組の計） 210,102

・ 補助金及び負担金の見直し（54事業） 28,363

・ 特別会計等への繰出金・負担金等の削減（４会計） 36,595

効果総額 284,499

【参考】予算要求基準設定時におけるシーリングによる削減目標額 270,499

※社会保障費の自然増や政策的経費の増加に対応するため、目標として設定した額

◎ 行財政改革の取組により、社会保障関係経費や居住基盤向上のための経費の増加に

対応しています。

① 地方債残高

・ 地方債残高（臨時財政対策債を除く）については、一般会計、特別会計ともに抑制に努めて

おり、25年度当初予算においては、償還額７６億３千万円余に対し、借入額45億２千万円余

であり、地方債残高は31億円余減少し、約770億円になる予定です。

・ 財政運営目標では、後期基本計画最終年度の28年度末で、臨時財政対策債を除き700億円

以内に削減することとしており、25年度当初予算もその計画に沿っています。

※臨時財政対策債：53ページ参照

② 一般会計基金残高

・ 基金のうち特に主要４基金を各年度の財源不足等の調整として活用しており、25年度は

６億6,900万円取り崩す予算で、残高が約40億６千万円となる見込みです。

・ 財政運営目標では残高を30億円程度以上確保することとしています。   

行財政改革による財源捻出

地方債残高、基金残高の見込み
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地方債残高の推移、見込み 単位：百万円

H20 H21 H22 H23
決算 決算 決算 決算

一般会計 40,722 40,202 39,903 40,553 42,086 42,910

臨時財政対策債 9,466 10,484 12,438 13,886 15,385 16,854

臨時財政対策債を除く一般会計債 31,256 29,718 27,465 26,667 26,701 26,056

特別会計等 59,024 57,878 56,042 54,181 52,867 50,718

簡易水道事業 3,745 3,721 3,562 693 657 616

農業集落排水事業 6,145

下水道事業 31,872 37,240 36,148 35,045 33,890 32,434

介護老人保健施設 8 5 3

ケーブルテレビ放送事業 361 331 290 249 207 165

病院事業 10,007 9,869 9,533 9,246 9,441 9,242

水道事業 6,888 6,711 6,506 8,948 8,672 8,261

99,747 98,079 95,945 94,734 94,953 93,628

90,280 87,596 83,507 80,848 79,568 76,774

△ 2,260 △ 2,684 △ 4,089 △ 2,659 △ 1,280 △ 2,794

H24現計予
算による見込

H25当初予
算による見込

   一般会計、特別会計ともに、継続的に地方債残高の抑制に努めています。臨時財政対策債を除いた平成
24年度末残高の見込額は第５次基本構想前の平成18年度末と比較して約153億６百万円減少し、795億６千
万円余になる見込みです。
   平成25年度は、一般会計では庁舎整備事業や公民館耐震化事業等で地方債の発行額は増えますが、そ
れ以上に償還しますので年度末残高は６億円余減少する見込みです。また特別会計等でも償還が進み、飯田
市全体の平成25年度末残高は、約28億円減少し767億７千万円余となる見込みです。

臨時財政対策債：交付税制度の財源不足に対応して発行する起債で、発行額は国税の状況により決定され、償還時に
全額交付税措置されることから、当市の起債残高の目標には含めないこととしています。

飯田市合計

臨時財政対策債を除く計

臨時財政対策債除く対前年度比

※表示単位未満四捨五入。各項目と合計は一致しない場合がある。
※H24見込みの額はH24からH25への繰越明許費等を考慮しない額。
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基金残高の推移、見込み（一般会計） 単位：百万円
H20 H21 H22 H23
決算 決算 決算 決算

主要４基金 5,400 5,185 5,555 5,576 4,728 4,059

財政調整基金 1,710 1,612 1,963 1,964 1,564 1,264

減債基金 1,578 1,435 1,448 1,451 1,255 1,105

公共施設等整備基金 1,091 1,098 1,104 1,106 908 758

ふるさと基金 1,020 1,039 1,040 1,055 1,001 932

主要４基金対前年度比 △ 714 △ 215 370 21 △ 848 △ 669

その他特定目的基金 3,465 3,967 4,648 4,972 5,426 5,795

庁舎建設基金 2,491 2,498 2,497 2,441 2,344 2,242

地域振興基金 200 500 800 1,100 1,400 1,700

リニア中央新幹線飯田駅整備推進基金 0 0 300 601 901 1,201

その他 774 969 1,051 830 781 652

定額基金 1,492 1,492 1,492 1,492 1,492 1,532

10,357 10,643 11,695 12,040 11,647 11,386

△ 304 286 1,052 345 △ 393 △ 261
※表示単位未満四捨五入。各項目と合計は一致しない場合がある。

一般会計基金合計

対前年度比

   基金のうち、主要４基金（財政調整基金、減債基金、公共施設等整備基金、ふるさと基金）は、各年度の財
源不足等の調整として活用しています。平成24年度から28年度の後期基本計画では、主要４基金の残高を30
億円程度以上確保する目標としています。
   平成25年度の主要４基金繰入額は、国の経済対策補正予算を活用することなどにより、平成24年度繰入額
より２億900万円減額しています。
   その他特定目的基金では、地域振興基金とリニア中央新幹線飯田駅整備推進基金に各3億円積み立てる
こととしており、一般会計基金総額は、約113億８千万円余となる見込みです。

H25当初予
算による見込

H24現計予
算による見込
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